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れ
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◇　
　
　

◇　
　
　

◇

３
月
30
日
（
日
）
11
時
よ
り
靖
國
神
社
に

お
い
て
、
当
顕
彰
会
恒
例
の
第
35
回
特
攻
隊

合
同
慰
霊
祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
御
遺
族

22
名
を
始
め
来
賓
、
戦
友
、
一
般
会
員
等
合

わ
せ
て
２
０
０
余
名
が
参
集
し
て
、
英
霊
奉

慰
の
誠
を
捧
げ
た
。

こ
の
日
、
靖
國
の
宮
居
の
桜
は
、
３
月
25

　
　
　

祭　
　

文

本
日
こ
こ
に
靖
國
神
社
の
御
社
頭
に
、

御
来
賓
の
皆
様
の
御
臨
席
と
御
遺
族
、
戦

友
、
そ
し
て
関
係
者
の
皆
様
が
相
集
い
、

第
35
回
特
別
攻
撃
隊
合
同
慰
霊
祭
を
挙
行

す
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で
在
天
の
御
英
霊

に
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
慰
霊
祭
よ
り
１
年
、
我
が
国
に

は
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
ま
し
た
。
経
済
回
復
の
様
々

な
兆
候
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
決
定
、
ソ
チ
冬
季
五
輪

に
お
け
る
若
人
の
活
躍
、
明
後
日
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
消
費
税
増
税
に
よ
る
国
家
財

政
好
転
へ
の
動
き
等
、
確
か
な
手
応
え
を

感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
は
言
え
、

領
土
問
題
、
歴
史
認
識
を
巡
る
周
辺
国
と

の
見
解
の
相
違
か
ら
生
ず
る
国
際
関
係
の

軋
み
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
東
日
本
大
震

災
や
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
環
境
汚

染
等
か
ら
の
復
興
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

社
会
保
障
問
題
等
、
英
霊
の
皆
様
に
胸
を

張
っ
て
報
告
で
き
る
状
態
で
は
な
い
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
中
で
も
憂
慮
す
べ

き
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
、
戦

後
平
和
国
家
と
し
て
再
出
発
し
た
我
が
国
の

領
土
・
領
海
・
領
空
主
権
へ
の
、
周
辺
国
の

侵
害
で
あ
り
ま
す
。
前
者
は
地
震
・
津
波
の

災
害
に
加
え
て
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
放
射
線
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
３
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
が
、
復

興
は
遅
々
と
し
て
お
り
ま
す
。
69
年
前
我
々

が
被
っ
た
国
家
壊
滅
の
体
験
、
そ
し
て
零
か

ら
の
出
発
に
、
雄
々
し
く
立
ち
上
が
ら
れ
た

皆
様
の
朋
友
の
方
々
の
凄
ま
じ
い
努
力
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
想
い
を
致
す
時
、
忸
怩
た
る
思

い
を
禁
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
北
方
領

土
・
竹
島
・
尖
閣
諸
島
と
い
う
我
が
国
固
有

の
領
土
へ
の
近
隣
諸
国
の
態
度
・
対
応
は
、

平
和
国
家
と
し
て
再
出
発
し
た
我
が
国
の
行

き
方
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
す
る
我
が
国
の
対
応
は
、
毅
然
た
る

姿
勢
に
乏
し
く
、
宥
和
的
態
度
に
終
始
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
独
立
国
家
と
し
て
最

も
重
要
な
民
族
の
誇
り
、
矜
持
と
い
っ
た
観

点
か
ら
は
、
残
念
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国

の
た
め
一
身
を
投
げ
出
さ
れ
た
英
霊
の
皆
様

に
申
し
開
き
の
で
き
る
状
況
な
の
か
、
大
い

に
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
、
昨
年
末
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
が

決
定
さ
れ
、
基
本
理
念
と
し
て
国
際
協
調
に

基
づ
く
積
極
的
平
和
主
義
が
明
示
さ
れ
ま
し

た
。引
き
続
き
、国
家
安
全
保
障
局
が
ス
タ
ー

ト
し
、
危
機
管
理
体
制
に
一
段
の
前
進
が
見

ら
れ
た
こ
と
は
、
評
価
す
べ
き
事
と
し
て
報

告
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

英
霊
の
皆
様
が
、
国
の
た
め
全
て
を
投
げ

出
さ
れ
た
戦
い
が
終
わ
り
、
既
に
69
年
の
歳

月
が
流
れ
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。
思
え
ば
こ

の
間
、戦
争
に
よ
っ
て
疲
労
し
破
壊
さ
れ
た
、

文
字
ど
お
り
焦
土
・
極
貧
の
状
態
か
ら
、
こ

こ
に
一
部
参
集
し
て
お
ら
れ
ま
す
、
英
霊
の

皆
様
の
戦
友
・
同
期
・
同
輩
の
方
々
が
そ
の

中
核
と
な
り
、
見
事
に
奇
跡
的
復
興
を
成
し

遂
げ
、
世
界
に
誇
れ
る
隆
盛
を
我
が
国
に
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
力
の
根
源
に

は
、
若
く
し
て
国
に
一
身
を
奉
じ
た
皆
様
へ

の
同
期
・
同
輩
と
し
て
の
責
任
感
が
大
き
く

寄
与
し
た
こ
と
と
忖
度
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、同
時
に
御
遺
族
、戦
友
の
方
々

が
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
我
が
国
独

特
の
反
戦
・
左
翼
的
症
候
群
と
も
言
え
る
異

様
な
雰
囲
気
が
あ
る
中
、
皆
様
へ
の
追
悼
事

業
に
人
生
の
誠
を
捧
げ
て
来
ら
れ
た
こ
と

も
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

世
代
交
代
が
進
み
、
英
霊
の
皆
様
が
生
を

共
に
し
た
方
々
は
、
そ
の
数
を
減
ら
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
後
に
続
く
世
代
の
私
ど

も
は
、
英
霊
の
皆
様
が
辿
ら
れ
た
厳
し
い

現
実
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
己
の
生
き
方

を
自
励
・
振
作
す
る
起
点
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
社
稷
・
国
の

現
実
が
、
果
た
し
て
英
霊
の
皆
様
に
御
満

足
頂
け
る
も
の
な
の
か
と
い
う
判
断
基
準

を
大
切
に
す
る
こ
と
の
二
点
を
中
核
に
、

こ
れ
か
ら
も
国
民
的
な
事
業
と
し
て
、
こ

の
慰
霊
顕
彰
を
継
続
発
展
し
て
参
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
肝
に
銘
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。今

年
の
冬
は
厳
し
く
、
長
く
、
各
地
で

記
録
的
な
豪
雪
に
よ
る
災
害
を
被
り
ま
し

た
。し
か
し
、彼
岸
と
共
に
春
の
知
ら
せ
が

届
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
靖
國
神
社
の

桜
と
な
っ
て
ま
た
会
お
う
、
と
誓
っ
て
殉

じ
た
皆
様
方
の
御
心
情
に
改
め
て
思
い
を

致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
参
集
し

た
一
同
、
英
霊
の
皆
様
方
に
重
ね
て
一
層

の
敬
意
を
表
明
し
、祭
文
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
30
日

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

 

理
事
長　

杉
山　
　

蕃
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日
の
開
花
宣
言
（
東
京
の
桜
の
開
花
宣
言
は

毎
年
、
靖
國
神
社
の
能
楽
堂
脇
に
あ
る
標
準

木
・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
の
老
木
に
数
輪

の
花
が
開
い
た
の
を
、
気
象
庁
の
職
員
が
確

認
し
て
行
わ
れ
る
）
か
ら
５
日
を
経
て
ほ
ぼ

満
開
と
な
っ
た
が
、
生
憎
朝
か
ら
風
雨
に
見

舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
靖
國
の
桜
を
慕
っ
て
か
、
境
内
は
多

く
の
参
詣
者
で
溢
れ
、
英
霊
の
遺
徳
顕
彰
に

相
応
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

ま
た
折
し
も
、
靖
國
神
社
・
遊
就
館
１
階

企
画
展
示
室
で
は
、
一
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ

た
「
大
東
亜
戦
争
七
十
年
展
」
シ
リ
ー
ズ
の

第
３
回
目
と
し
て
、
平
成
26
年
遊
就
館
特
別

展「
大
東
亜
戦
争
七
十
年
展
Ⅲ
」が
開
催（
平

成
26
年
３
月
15
日
～
12
月
７
日
）
さ
れ
て
い

る
。
主
と
し
て
昭
和
18
年
９
月
か
ら
翌
19
年

に
お
け
る
守
勢
作
戦
を
主
軸
と
す
る
関
係
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
展
示
対

象
と
な
る
主
な
項
目
は
、
①
絶
対
国
防
圏
策

定
・
大
東
亜
会
議
・
学
徒
出
陣
②
中
部
太
平

洋
方
面
作
戦
③
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
④
一
号

（
大
陸
打
通
）
作
戦
⑤
比
島
防
衛
作
戦
で
あ

り
、
そ
の
趣
意
書
に
は
、「
大
東
亜
戦
争
は
、

我
が
国
の
自
存
自
衛
と
人
種
平
等
に
よ
る
国

際
秩
序
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
戦
い
で
あ
り
ま
し
た
。
ひ
た
す
ら
祖
国
を

護
る
と
い
う
一
年
を
以
て
、
重
大
な
国
土
防

衛
の
職
責
を
全
う
す
る
た
め
、
戦
場
へ
と
赴

く
先
人
達
の
至
誠
は
、
ひ
と
え
に
愛
す
る
家

族
、
郷
土
、
そ
し
て
後
に
生
き
る
私
達
子
孫

の
た
め
に
奮
い
起
こ
し
た
尊
い
ご
事
蹟
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の
真
情
が
籠
め
ら
れ

た
遺
書
や
書
簡
に
は
、
今
を
生
き
る
私
達
に

も
通
じ
る
不
変
の
心
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
時
の
記
憶
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代

に
お
い
て
、
実
際
の
戦
場
に
従
容
と
赴
か
れ

た
先
人
の
声
に
耳
を
傾
け
て
頂
き
、
数
々
の

の
ご
遺
品
や
史
資
料
に
、
よ
り
深
く
接
す
る

こ
と
で
戦
没
者
を
偲
び
つ
つ
、
過
去
、
現
在
、

そ
し
て
未
来
を
考
え
る
機
会
と
し
て
是
非
御

覧
下
さ
い
」
と
あ
る
。

大
東
亜
戦
争
の
原
因
、
目
的
、
戦
争
の
経

過
、
そ
の
実
相
、
敗
戦
の
原
因
等
々
を
知
る

上
で
、
こ
の
企
画
展
は
非
常
に
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
戦
略
、
戦
術
双
方
の
指
導
者
の
無

策
、
判
断
の
誤
り
が
、
あ
た
ら
多
く
の
純
真

な
若
者
達
の
命
を
奪
っ
た
。
至
誠
殉
国
の
信

念
に
燃
え
る
若
者
達
は
、
如
何
な
る
悪
条
件

の
下
で
も
死
力
を
尽
く
し
て
戦
い
、
散
華
し

て
逝
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
志
の
一
端
を
知

り
、
託
さ
れ
た
未
来
へ
の
遺
志
を
継
い
で
祖

国
再
建
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

の
思
い
を
改
め
て
強
く
抱
く
も
の
で
あ
る
。

参
集
殿
で

は
、
昨
年
同
様
、

故
松
本
武
仁
画
伯
（
陸
士
61
期
）
の
特
攻
絵

画
十
数
点
が
、
同
期
生
・
中
江
仁
評
議
員
の

指
導
で
展
示
さ
れ
、
参
集
し
た
人
々
の
目
を

惹
い
た
。

合
同
慰
霊
祭
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
伴
奏

に
よ
る
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
修
祓
・
献
饌
・

祝
詞
奏
上
の
神
儀
に
続
き
、
杉
山
蕃
理
事
長

が
祭
文
（
別
掲
）
を
奏
上
、「
戦
後
69
年
の

歳
月
が
流
れ
る
中
で
、
戦
後
の
我
が
国
の
復

興
と
発
展
を
担
っ
た
先
輩
方
の
高
齢
化
と
と

も
に
、
我
が
国
は
、
相
対
的
に
発
展
の
速
度

を
鈍
ら
せ
、
更
に
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
に
よ
る
大
被
害
か
ら
の
復
興
・
再

生
、
加
え
て
周
辺
諸
国
か
ら
の
領
土
・
領
海
・

領
空
の
侵
犯
な
ど
へ
の
対
処
等
大
変
な
難
局

を
迎
え
つ
つ
あ
る
。慰
霊
事
業
に
お
い
て
も
、

そ
の
中
核
と
な
っ
て
こ
ら
れ
た
戦
友
世
代
の

喪
失
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。し
か
し
、

参集殿の特攻絵画展示（小方権宮司）

祭文奏上　杉山蕃理事長

献吟　吉野一心・逢坂龍信両氏

献歌　世田谷コールエーデ合唱団・特攻隊
慰霊顕彰会男性合唱団　指揮　大穂孝子氏

慰霊祭場（拝殿）
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国
家
存
亡
の
危
機
に
際
し
、
生
命
を
擲
っ
て

国
に
尽
く
さ
れ
た
英
霊
の
御
心
情
と
残
さ
れ

た
戦
友
の
方
々
の
復
興
へ
の
偉
大
な
努
力
、

営
々
と
続
け
ら
れ
た
慰
霊
事
業
へ
の
誠
の
心

を
、
我
々
は
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
継
承
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
こ
そ
我
々
の
務
め
と
心
に
刻
ん
で

努
力
し
て
い
く
」
と
誓
っ
た
。

献
吟
の
声
は
、
朗
々
と
し
て
神
前
に
木
霊

し
、
惻
々
と
し
て
胸
に
迫
る
。
大
穂
孝
子
女

史
の
指
揮
に
よ
る
世
田
谷
コ
ー
ル
・
エ
ー
デ

女
性
合
唱
団
の
献
歌
「
母
の
手
」「
ふ
る
さ

と
」、
特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
男
性
合
唱
団
の

献
歌
「
我
が
戦と

も友
よ
」、
ま
た
、
強
く
胸
を

打
つ
。
最
後
は
、
寥
々
と
響
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、一
同
「
海
ゆ
か
ば
」

を
唱
和
す
る
。

次
い
で
、
参
列
者
全
員
本
殿
に
昇
殿
し
、

玉
串
を
奉
奠
し
て
参
拝
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
演
奏
「
国
の
し
ず
め
」
に
合
わ
せ
て
黙
祷

を
捧
げ
、
滞
り
な
く
慰
霊
祭
を
終
え
た
。

そ
の
後
、
今
回
初
め
て
遊
就
館
前
の
「
特

攻
勇
士
之
像
」
前
に
お
い
て
、
御
遺
族
・
来

賓
・
顕
彰
会
代
表
に
よ
る
献
花
式
が
行
わ
れ
、

参
列
者
一
同
、
代
表
に
合
わ
せ
て
、
拝
礼
を

行
っ
た
（「
特
攻
勇
士
之
像
」
及
び
そ
の
「
銘

板
」
に
関
し
て
、
参
考
ま
で
に
、
会
報
『
特

攻
』
第
75
号
（
平
成
20
年
５
月
号
）
に
掲
載

し
た
記
事
の
一
部
を
、
後
ろ
に
再
録
し
た
）。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

第
35
回
特
攻
隊
合
同
慰
霊
祭
懇
親
会

平
成
26
年
３
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
14
時

於
「
靖
國
会
館
」
２
階
「
田
安
の
間
」・

　
　
「
玉
垣
の
間
」

開
会
の
辞
（
司
会
）

 

事
務
局
長　

羽
渕　

徹
也

理
事
長
挨
拶　

理
事
長　

杉
山　
　

蕃

会
務
報
告　
　

専
務
理
事　

衣
笠　

陽
雄

来
賓
紹
介　
　

事
務
局
長　

羽
渕　

徹
也

乾　
　

杯　
　

来
賓
代
表

 

参
議
院
議
員　

宇
都　

隆
史

懇
談
会
食

全
員
斉
唱
「
海
ゆ
か
ば
」

 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト　

堀
田　

和
夫

乾　
　

杯　
　

来
賓
代
表　

大
坪　

寿
光

閉
会
の
辞　
　

専
務
理
事　

衣
笠　

陽
雄

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

慰
霊
祭
終
了
後
、「
靖
國
会
館
」に
移
動
し
、

同
会
館
２
階
の
「
田
安
の
間
」・「
玉
垣
の
間
」

に
お
い
て
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

懇
親
会
に
先
立
ち
、
ま
ず
杉
山
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
、
国
内

外
の
厳
し
い
現
実
の
中
に
あ
っ
て
、
我
々
後

輩
に
当
た
る
世
代
が
、
先
輩
方
の
遺
志
を
受

け
継
ぎ
、
日
本
の
復
興
・
再
生
と
慰
霊
事
業

へ
の
誠
の
心
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
強
調
す
る
と
と
も
に
、
最
近
は
、

戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
も
「
特
攻
」

に
関
心
を
持
つ
人
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
を
会
員
に
呼
び
込
ん
で
、
特

攻
の
真
実
を
伝
え
、
慰
霊
・
顕
彰
の
輪
を
拡

め
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

次
に
、
平
成
23
年
の
公
益
財
団
法
人
移
行

に
伴
い
、
定
款
上
総
会
の
規
定
は
な
く
な
っ

た
が
、
こ
の
機
会
に
、
当
慰
霊
顕
彰
の
運
営

状
況
を
会
員
に
広
く
周
知
し
、
御
支
援
、
御

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
衣
笠
専
務
理
事

か
ら
当
会
の
活
動
現
況
に
関
し
、
平
成
25
年

度
の
事
業
報
告
と
平
成
26
年
度
の
事
業
計

画
、会
員
の
動
向
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

今
後
と
も
な
お
一
層
、
会
員
の
増
強
、
事
業

「特攻勇士之像」献花式（杉山理事長）

特攻隊慰霊顕彰会男性合唱団「我が戦友よ」　指揮　大穂孝子氏

挨拶　杉山蕃理事長挨拶・乾杯　宇都隆史参議院議員
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の
活
性
化
に
努
力
し
、
引
き
続
き
「
特
攻
勇

士
之
像
」
の
全
国
護
国
神
社
へ
の
奉
納
事
業

を
更
に
推
進
さ
せ
た
い
、
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
懇
親
会
に
移
り
、
羽
渕
事
務
局

長
か
ら
来
賓
等
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
後
、
来

賓
を
代
表
し
て
、
参
議
院
議
員
宇
都
隆
史
氏

が
挨
拶
を
兼
ね
て
乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
れ

た
。
宇
都
参
議
院
議
員
は
、
憲
法
改
正
問
題

を
含
め
て
、
我
が
国
の
安
全
保
障
と
国
防
の

任
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
べ
く
、
全
力
を
傾

注
す
る
」
と
力
強
く
挨
拶
を
さ
れ
、
英
霊
に
対

し
、
敬
意
と
感
謝
を
込
め
て
献
杯
す
る
と
と

も
に
、
慰
霊
顕
彰
事
業
の
継
続
発
展
と
会
員

の
健
勝
を
祈
っ
て
乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
れ
た
。

そ
の
後
和
や
か
な
直
会
の
宴
は
始
め
ら
れ

た
が
、
途
中
、
慰
霊
祭
で
も
献
歌
を
し
た
特

攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
男
性
合
唱
団
に
よ
る
「
我

が
戦と

も友
よ
」
と
題
す
る
出
陣
学
徒
戦
没
者
の

鎮
魂
歌
の
合
唱
が
再
び
披
露
さ
れ
る
な
ど
し

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。こ
の
歌
の
作
詞
、

作
曲
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、昭
和
48
年
の
秋
、

第
14
期
飛
行
予
備
学
生
を
始
め
と
す
る
、
五

科
連
合
に
よ
る
学
徒
出
陣
30
周
年
記
念
の
会

合
の
際
、
戦
没
同
期
生
の
た
め
に
歌
わ
れ
た

と
い
う
、戦
没
戦
友
を
悼
む
戦
友
愛
の
籠
も
っ

た
秀
歌
で
あ
り
、
一
同
も
こ
れ
に
和
し
た
。

最
後
は
、
来
賓
を
代
表
し
て
、「
む
ら
さ

き
会
」（
陸
士
56
期
生
会
）
代
表
大
坪
寿
光
氏

の
音
頭
で
、
乾
杯
を
し
て
会
を
締
め
括
っ
た
。

な
お
、
こ
の
懇
親
会
に
は
、
慰
霊
祭
の
受

付
業
務
や
案
内
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

引
き
受
け
て
く
れ
た
若
い
有
志
グ
ル
ー
プ
や

学
生
達
も
参
加
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
特

攻
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
日
本
人
の
心
や
教

育
に
つ
い
て
語
り
継
ご
う
と
す
る
老
兵
達
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
こ
れ
も
ま

た
特
筆
に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

（
飯
田
正
能
記
）

靖
國
神
社
遊
就
館
前
の 

「
特
攻
勇
士
之
像
」
を
仰
ぎ
見
て

靖
國
神
社
遊
就
館
前
に
南
面
し
て
建
つ
ブ

ロ
ン
ズ
製
特
攻
勇
士
の
像
は
、
そ
の
構
図
と

い
い
、
そ
の
容
姿
と
い
い
、
誠
に
凛
々
し
い

若
武
者
振
り
で
、
数
あ
る
特
攻
勇
士
の
像
の

中
で
も
随
一
の
傑
作
と
言
え
よ
う
。
飛
行
帽

を
風
に
靡
か
せ
、
大
空
を
き
っ
と
見
上
げ
て

決
意
の
程
を
眉
宇
に
漲
ら
せ
、
し
っ
か
と
大

地
を
踏
み
締
め
て
立
つ
。
何
も
の
を
も
怖
れ

ず
、
怯
ま
ず
、
只
一
筋
に
征
く
若
き
特
攻
隊

員
の
決
意
の
程
を
良
く
表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
「
特
攻
勇
士
之

像
」
の
制
作
に
は
、
高
名
な
二
人
の
文
化
勲

章
受
章
者
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
彫
刻
界
の
巨
匠
北
村
西
望
先
生
と

日
本
画
の
泰
斗
大
山
忠
作
先
生
で
あ
る
。
お

二
人
の
う
ち
、北
村
西
望
先
生
に
つ
い
て
は
、

こ
の
「
特
攻
勇
士
之
像
」
の
建
立
除
幕
式
を

伝
え
る
会
報
「
特
攻
」
第
39
号
（
平
成
11
年

５
月
発
行
）
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
（
14
頁
）、

ま
た
、
そ
の
台
座
の
裏
の
左
下
に
、
小
さ
な

銅
板
で
は
あ
る
が
、「
原
型
製
作　

文
化
勲

章
受
章　

北
村
西
望
、
拡
大
監
修　

日
本
芸

術
院
会
員　

北
村
治
禧
、
拡
大
制
作　

石
黒

光
二
、
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
平
和

記
念
協
会
、
建
立　

平
成
十
一
年
三
月

二
十
三
日
」
と
刻
ま
れ
た
銘
板
が
嵌
め
込
ま

れ
て
い
る
の
で
、
御
存
じ
の
方
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
台
座
表
面
の
銅
板
に
「
特
攻
勇

士
之
像
」
と
刻
ま
れ
た
銘
文
の
揮
号
者
が
ど

な
た
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
御
参

考
ま
で
に
、
当
該
会
報
記
事

を
掲
載
す
れ
ば
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

そ
の
揮
号
者
は
、
平
成
18

年
の
文
化
勲
章
受
章
者
大
山

忠
作
画
伯
（
特
操
三
期
）
で
あ

り
、
同
画
伯
は
、
平
成
４
年
に

第
12
代
日
展
理
事
長
に
、
平
成
17
年
に
は
初

代
日
展
会
長
に
就
任
さ
れ
た
日
本
画
壇
の
重

鎮
で
あ
ら
れ
る
。

同
画
伯
が
「
特
攻
勇
士
之
像
」
台
座
銘
板

の
揮
号
を
引
き
受
け
ら
れ
た
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
。

平
成
11
年
初
め
頃
、
当
協
会
の
最
上
理
事

長
（
当
時
）
か
ら
靖
國
神
社
の
大
野
俊
康
宮

司
（
当
時
・
第
七
代
宮
司
）
に
、
台
座
銘
板

の
揮
号
依
頼
を
大
山
画
伯
に
取
り
次
い
で
も

ら
え
な
い
か
と
の
電
話
が
あ
り
、
大
野
宮
司

が
早
速
連
絡
を
取
ら
れ
と
こ
ろ
、御
多
忙
中
、

し
か
も
日
時
が
切
迫
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず

御
快
諾
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
特
攻
協
会
の
会
員
が
承
知
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

周
知
方
を
お
願
い
し
た
い
と
の
御
懇
切
な
る

お
手
紙
が
、
目
下
病
気
療
養
中
の
大
野
元
宮

司
か
ら
靖
國
神
社
遊
就
館
担
当
部
長
宛
に
あ

り
、
当
協
会
へ
回
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
以
上
の
よ
う

な
経
緯
で
あ
り
、
ま
た
、
同
時
に
送
ら
れ
て

き
た
『
芸
術
公
論
』（
平
成
７
年
９
月
号
）

に
掲
載
さ
れ
た
大
山
画
伯
の
紹
介
記
事
に
よ

り
、
同
画
伯
が
特
攻
隊
戦
没
者
や
当
協
会
会

員
等
と
も
深
い
縁
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

改
め
て
同
画
伯
と
大
野
元
宮
司
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
以
下
省
略
） 

（
飯
田
正
能
記
）



靖國神社の桜 � （�6�）（100号）

　

靖
國
神
社
の
桜
は
、
千
鳥
ヶ
淵
の
桜
と
共

に
東
京
の
顔
で
あ
る
。
そ
の
東
京
の
桜
の
開

花
宣
言
は
、
今
年
の
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、

２
月
に
は
東
京
の
都
心
部
で
も
27
セ
ン
チ
と

い
う
、
こ
こ
数
十
年
来
の
大
雪
に
２
度
も
見

舞
わ
れ
、
関
東
一
帯
で
も
随
所
で
大
雪
に
よ

る
被
害
が
続
出
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
例
年

よ
り
遅
く
３
月
末
頃
に
な
る
と
の
長
期
予
報

で
あ
っ
た
が
、
21
日
の
彼
岸
を
過
ぎ
て
急
に

気
温
が
上
昇
し
、
摂
氏
20
度
近
く
に
も
な
っ

た
せ
い
か
、
例
年
よ
り
や
や
遅
い
３
月
25
日

の
午
後
に
行
わ
れ
た
。
桜
の
朝
寝
坊
な
ど
と

い
う
諺
も
あ
る
よ
う
に
、
桜
の
開
花
は
、
梅

の
そ
れ
と
は
違
い
、
寒
暖
の
差
が
必
要
で
あ

る
。暖
か
い
日
が
続
い
た
後
に
寒
風
の
襲
来
、

そ
し
て
ま
た
、
温
暖
と
い
っ
た
三
寒
四
温
が

繰
り
返
さ
れ
た
後
に
一
斉
に
開
花
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
梅
は
、風
雪
に
耐
え
、

寒
さ
に
堪
え
て
、
時
節
至
れ
ば
雪
の
中
で
も

開
花
す
る
。
春
告
げ
花
、
雪
中
花
と
も
言
わ

れ
る
。
梅
に
は
、
清
香
芳
潤
、
そ
し
て
凛
々

し
さ
が
あ
り
、
桜
に
は
清
純
華
麗
、
そ
し
て

潔
さ
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
和
心
の
象
徴
と

さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
大
方
ご
存
じ
の
と

靖
國
神
社
の
桜 

　

─
英
霊
の
依よ
り
し
ろ代
─�

　
付
随
筆「
さ
く
ら
い
ろ
い
ろ
」

飯
田　

正
能

お
り
、
東
京
の
桜
の
開
花
宣
言
は
、
靖
國
神

社
の
境
内
に
あ
る
３
本
の
標
本
木（
基
準
木
・

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数

輪
の
花
が
咲
く
の
を
観
察
し
て
、
気
象
庁
の

係
官
に
よ
り
発
表
さ
れ
る
。
そ
の
１
本
が
由

緒
あ
る
能
舞
台
の
脇
に
あ
る
。
樹
齢
六
、

七
十
年
以
上
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
は
、
園
芸
用
栽
培
種
で
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
と
サ
ト
ザ
ク
ラ
の
交
配
種
で
あ

り
、
樹
命
が
比
較
的
短
い
か
ら
、
か
な
り
の

老
木
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
も
幾
度
か
こ
の
能

舞
台
に
上
が
っ
て
謡
曲
・
仕
舞
を
奉
納
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
平
成
11
年
の
春
、
例
大
祭

に
先
立
っ
て
催
さ
れ
た
奉
納
謡
曲
大
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
仕
舞
「
桜
川
」
を
演

じ
た
時
、
舞
台
脇
の
桜
の
木
か
ら
散
り
残
っ

た
花
び
ら
が
、
風
に
舞
い
な
が
ら
は
ら
は
ら

と
舞
台
に
散
り
か
か
り
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
感

慨
に
浸
り
な
が
ら
舞
い
納
め
る
こ
と
が
で

き
、
終
わ
っ
て
、
靖
國
神
社
の
当
時
の
宮
司

湯
浅　

貞
様
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
、
正
し

く
英
霊
の
御
加
護
と
、
感
激
を
新
た
に
し
た

経
験
が
あ
る
。

　

大
分
横
道
に
そ
れ
た
が
、
靖
國
神
社
の
境

内
に
は
、
約
８
０
０
本
の
桜
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。
早
咲
き
の
緋
寒
桜
（
奄
美
原
産

で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
）、
大

島
桜
、
四
季
桜
（
冬
桜
の
一
種
）、
山
桜
、

黄
桜
（
ウ
コ
ン
桜
）、
八
重
桜
（
里
桜
）
な

ど
も
少
数
本
ず
つ
見
受
け
ら
れ
る
が
、
大
部

分
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ（
染
井
吉
野
桜
）

で
あ
る
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
江
戸
時
代
の

末
期
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
駒
込
駅
一
帯
に
あ
っ
た

染
井
村
（
今
も
都
立
染
井
霊
園
と
し
て
そ
の

名
を
止
め
て
い
る
）
の
植
木
栽
培
農
家
で
作

ら
れ
た
、
山
桜
の
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
と
里
桜
の

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
の
交
配
種
で
あ
る
。

　

靖
國
神
社
の
桜
に
は
特
別
の
想
い
と
魂
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
招
魂
社
時
代
の
明
治
３

年
以
来
、
戦
友
や
遺
族
や
崇
敬
者
ら
の
手
に

よ
っ
て
植
え
継
が
れ
、
育
て
継
が
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
靖
國
神
社
の
象
徴
は
春
の
桜
と

秋
の
菊
で
あ
る
。
そ
の
御
紋
章
も
桜
と
菊
で

形
作
ら
れ
て
い
る
。

　

桜
は
日
本
人
の
心
情
の
花
で
あ
り
、
纏
綿

と
想
い
を
懸
け
て
き
た
伝
承
の
花
で
あ
る

が
、
古
く
か
ら
御
神
木
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

き
た
。「
古
事
記
」
の
木こ

の
は
な花
佐さ

久く

夜や

毘ひ

賣め

の

御
神
木
と
さ
れ
た
り
、
吉
野
山
で
は
、
修
験

道
の
祖え

ん
の
お
づ
ぬ

役
小
角
が
、
金
峯
山
で
の
千
日
行
満

願
の
日
に
現
れ
給
う
た
金
剛
蔵
王
権
現
の
お

姿
を
自
ら
桜
の
木
に
刻
み
、
堂
を
建
立
し
て

祀
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
蔵
王
権

現
の
御
神
木
と
さ
れ
、
山
岳
信
仰
の
象
徴
と

な
っ
て
い
る
。
農
耕
の
面
に
お
い
て
も
、
古

代
の
人
々
に
と
っ
て
磐い

わ
おや
樹
木
は
神
の
依よ
り
し
ろ代

で
あ
り
、
殊
に
桜
は
、
そ
の
開
花
が
農
耕
生

活
の
一
年
の
豊
凶
を
啓
示
す
る
神
聖
な
花
木

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
は
早さ

な
え苗
、
早さ

乙お
と

女め

な
ど
神
聖
な
音
で
あ
り
、
ク
ラ
は
神
霊

の
依よ

り

代し
ろ

、
ま
た
、
さ4

く
ら
、
さ4

か
ず
き
、
さ4

か
な
、
さ4

ら
な
ど
す
べ
て
さ4

の
字
の
付
く
も

の
は
神
々
と
の
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
日
本
人
が
花
見
時
に
な
る
と
桜
の
花
の

下
で
杯
を
交
わ
し
た
く
な
る
の
は
、
古
代
か

ら
の
そ
う
し
た
神
事
の
名
残
が
心
の
深
層
に

あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
仏
教
の

伝
来
と
共
に
、
爛
漫
と
咲
く
春
の
桜
の
景
は

現
世
の
浄
土
、
観
音
浄
土
の
荘
厳
と
と
ら
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
年
も
４
月
５
日
（
土
）
の
午
後
、
靖
國

神
社
外
苑
参
道
の
大
村
益
次
郎
銅
像
前
で
、

「
靖
國
神
社
の
桜
の
花
の
下
で
『
同
期
の
桜
』

を
歌
う
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
第
30
回
目
で

あ
る
。『
同
期
の
桜
』
の
原
曲
は
、
西
条

八
十
が
少
女
倶
楽
部
に
発
表
し
た
叙
情
詩

「
二
輪
の
桜
」
を
原
作
と
し
、
海
軍
軍
楽
隊

出
身
で
、
名
曲
「
麦
と
兵
隊
」
を
書
い
た
大

村
能
章
の
作
曲
に
よ
り
、
昭
和
14
年
に
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
が
発
表
し
た
、
樋
口
静
雄
の
歌

う
「
戦
友
の
唄
」
で
、「
君
と
僕
と
は
二
輪

の
桜
」
と
い
う
演
歌
調
の
歌
謡
曲
で
あ
っ
た

も
の
を
、
昭
和
17
年
に
、
当
時
海
軍
兵
学
校

の
１
号
生
徒
で
あ
っ
た
海
兵
71
期
の
帖
佐
裕

（
後
海
軍
大
尉
）
が
「
貴
様
と
俺
と
は
同
期

の
桜
」
な
ど
と
歌
詞
を
置
き
換
え
て
海
軍
で

歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
歌
が
ガ
ラ

リ
と
変
貌
し
て
今
の
よ
う
な
武
張
っ
た
歌
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
戦
時
中
は
、

多
く
の
特
攻
隊
員
を
送
る
別
れ
の
宴
な
ど
で
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歌
い
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
桜
の
花
の

下
で
こ
の
歌
を
歌
う
と
思
わ
ず
感
涙
に
咽
ぶ

の
で
あ
る
。「
貴
様
と
俺
と
は
同
期
の
桜　

離
れ
離
れ
に
散
ろ
う
と
も　

花
の
都
の
靖
國

神
社　

春
の
梢
に
咲
い
て
会
お
う
」
と
誓
い

合
い
、
身
を
擲
っ
て
祖
国
の
危
急
を
救
い
、

家
族
を
守
ら
ん
と
し
た
英
霊
の
魂
は
こ
こ
に

宿
る
の
で
あ
る
。

　

靖
國
神
社
の
桜
は
、
そ
う
し
た
尊
い
御
霊

の
依
代
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
思
い
を

致
し
、
大
切
に
守
り
育
て
て
、
後
世
に
引
き

継
い
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

�

（
平
成
26
年
４
月
記
）

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

〇
随
筆
「
さ
く
ら
い
ろ
い
ろ
」

�

（
平
成
14
年
４
月
飯
田
正
能
記
）

　

今
年
、
東
京
の
、
桜
の
開
花
宣
言
（
靖
國

神
社
境
内
の
３
本
の
基
準
木
染
井
吉
野
桜

《
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
＝
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
交
配
に
よ
る
栽

培
種
で
、
江
戸
末
期
に
、
駒
込
の
染
井
村
の

植
木
職
か
ら
広
ま
り
、
以
来
全
国
に
広
く
栽

培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
代
表
的
な
早
咲
き

種
》
の
開
花
）
は
、
暖
冬
の
せ
い
か
例
年
よ

り
12
日
も
早
い
３
月
16
日
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
季
節
に
な
る
と
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

桜
前
線
の
話
題
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
日
本
道
路
公
団
で
は
、
昭
和
61
年
か
ら

全
国
を
縦
断
す
る
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
、
各
地
域
に
適
し
た
桜
の
品
種
を
植

栽
し
て
桜
前
線
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

公
団
も
な
か
な
か
粋
な
こ
と
を
や
っ
た
も
の

で
あ
り
、「
現
代
社
会
の
象
徴
の
よ
う
な
高

速
道
路
と
自
然
の
共
存
と
い
う
新
し
い
状
況

で
の
桜
の
あ
り
方
と
し
て
、
今
後
の
遺
産
と

な
る
と
思
わ
れ
る
」
と
、
桜
博
士
と
し
て
名

高
い
京
都
嵯
峨
の
佐
野
藤
右
衛
門
さ
ん
が
、

そ
の
大
著『
さ
く
ら
大
観
』の
後
書
き
で
言
っ

て
お
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
４
月
６
日
（
土
）
の

午
後
、
靖
國
神
社
外
苑
参
道
・
大
村
益
次
郎

銅
像
前
で
、
恒
例
の
「
靖
國
神
社
の
桜
の
花

の
下
で
『
同
期
の
桜
』
を
歌
う
会
」
が
散
り

残
る
桜
の
下
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
第
18

回
目
で
あ
る
。『
同
期
の
桜
』
の
原
曲
は
、

西
條
八
十
が
少
女
倶
楽
部
に
発
表
し
た
叙
情

詩
『
二
輪
の
桜
』
を
原
作
と
し
、
海
軍
軍
楽

隊
出
身
で
、
名
曲
『
麦
と
兵
隊
』
を
書
い
た

大
村
能
章
の
作
曲
に
り
、
昭
和
14
年
に
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
が
発
表
し
た
樋
口
静
雄
の
歌
う

『
戦
友
の
歌
』
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
歌
い

出
し
は
、「
君
と
僕
と
は
二
輪
の
桜
」
と
い

う
演
歌
調
の
歌
謡
曲
で
あ
っ
た
も
の
を
、
昭

和
17
年
に
、
当
時
、
海
軍
兵
学
校
の
１
号
生

徒
で
あ
っ
た
海
兵
71
期
の
帖
佐
裕
（
海
軍
大

尉
）
が
「
貴
様
と
俺
と
は
同
期
の
桜
」
な
ど

と
歌
詞
を
替
え
て
、
海
軍
で
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
歌
が
ガ
ラ
リ
と
変
貌
し
て

今
の
よ
う
に
武
張
っ
た
歌
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
桜
の
花
の
下
で
こ
の
歌
を
歌

う
と
、
な
ぜ
か
目
頭
が
熱
く
な
る
。

　
「
散
る
桜
残
る
桜
も
散
る
桜
」
の
句
は
、

良
寛
禅
師
の
辞
世
の
句
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
ま
た
、
辞
世
の
歌
と
い
う
も
の
に
「
形

見
と
て
何
か
残
さ
ん
春
は
花　

山
ほ
と
と
ぎ

す
秋
は
も
み
じ
葉
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
歌

聖
西
行
法
師
の
辞
世
の
歌
と
も
言
わ
れ
る
の

は
「
願
わ
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
む　

そ

の
如き

さ

月ら
ぎ

の
望も
ち

月づ
き

の
頃
」
で
あ
り
、
し
か
も
西

行
は
、
正
に
そ
の
歌
の
と
お
り
、
文
治
６
年

（
１
１
９
０
年
）２
月
16
日
、葛
城
山
の
西
麓
、

河
内
の
弘
川
寺
に
お
い
て
73
歳
の
生
涯
を
閉

じ
、
見
事
に
極
楽
往
生
の
念
願
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。
西
行
は
俗
名
を
佐
藤
義の

り

清き
よ

と
い

い
、
奥
州
藤
原
氏
の
血
を
引
く
家
系
に
生
ま

れ
、
平
清
盛
ら
と
共
に
鳥
羽
院
の
下
北
面
の

武
士
と
し
て
勤
仕
し
、
兵
衛
尉
に
任
官
し
た

が
、
23
歳
の
若
さ
で
出
家
し
、
生
涯
を
仏
道

修
行
と
歌
道
に
努
め
、
安
住
す
る
こ
と
な
く

草
庵
を
転
々
し
、
遁
世
人
と
し
て
過
ご
し
て

い
る
。
仏
道
修
行
の
厳
し
さ
を
身
を
も
っ
て

経
験
し
、
一
方
で
は
、
そ
の
修
行
生
活
を
反

映
さ
せ
た
多
く
の
秀
歌
を
詠
み
、
多
く
の
歌

人
と
交
わ
り
、多
く
の
歌
書
を
著
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
西
行
が
足
を
留
め
た
と
こ
ろ
に
は

必
ず
西
行
庵
が
あ
り
、
西
行
桜
を
残
す
の
で

あ
る
。
誰
よ
り
も
何
よ
り
も
桜
を
愛
し
た
西

行
で
あ
る
。
桜
を
愛
し
、
自
然
を
愛
し
、
自

然
と
一
体
と
な
る
。
桜
へ
の
愛
敬
が
宗
教
的

無
常
観
と
結
び
付
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

桜
は
日
本
人
の
心
情
の
花
で
あ
り
、
纏
綿

と
思
い
を
懸
け
て
き
た
伝
承
の
花
で
あ
る

が
、
古
く
か
ら
御
神
木
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

き
た
。「
古
事
記
」
の
木こ

の

花は
な

佐さ

久く

夜や

毘ひ

賣め

の

御
神
木
と
さ
れ
た
り
、
修
験
道
の
祖え

ん
の
お
ず
ぬ

役
小
角

が
、
金
峯
山
で
の
千
日
行
満
願
の
日
に
現
れ

給
う
た
金
剛
蔵
王
権
現
の
お
姿
を
自
ら
桜
の

木
に
刻
み
、
堂
を
建
立
し
て
祀
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
蔵
王
権
現
の
御
神
木
と

さ
れ
、
山
岳
信
仰
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

農
作
業
の
面
に
お
い
て
も
、
古
代
の
人
々
に

と
っ
て
磐い

わ
お
や
樹
木
は
神
の
依よ

り
代し
ろ

で
あ
り
、

殊
に
桜
は
そ
の
開
花
が
農
耕
生
活
の
１
年
の

豊
凶
を
啓
示
す
る
神
聖
な
花
木
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
サ
は
早さ

苗な
え

、
早さ

乙お
と

女め

な
ど
神

聖
な
音
で
あ
り
、
ク
ラ
は
神
霊
の
依よ

り

代し
ろ

を
表

す
。
ま
た
、
さ4

く
ら
、
さ4

か
ず
き
、
さ4

か
な
、

さ4

ら
な
ど
、
さ4

の
字
の
付
く
も
の
は
、
神
と

の
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
人

は
、
花
見
時
に
な
る
と
桜
の
下
で
杯
を
傾
け

た
く
な
る
の
は
、
古
来
か
ら
の
そ
う
し
た
神

事
の
名
残
が
心
の
深
層
に
あ
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
、

爛
漫
と
咲
く
春
の
桜
の
景
は
、
現
世
の
浄
土

と
見
、
観
音
浄
土
の
荘
厳
と
と
ら
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
代
の
桜
は
、
吉
野
山
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
主
で
、
多
く
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の
品
種
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

鎌
倉
時
代
以
降
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
お
り
、

政
治
の
中
心
が
近
畿
圏
か
ら
関
東
へ
移
り
、

文
物
の
交
流
が
行
わ
れ
る
中
で
、
近
畿
圏
に

多
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
関
東
地
方
に
自
生
す
る

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
交
配
し
て
、
多
く
の
サ

ト
ザ
ク
ラ
の
異
種
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
特
に
江
戸
時
代
に
入
る
と
園
芸
技
術

の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
園
芸
専
門
書
や
草

花
図
譜
も
多
く
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
元

禄
８
年
（
１
６
９
５
年
）
刊
行
の
「
花か

壇だ
ん

地ち

錦き
ん

抄し
ょ
う」
に
は
46
種
の
桜
が
記
さ
れ
て
お
り
、

天
保
（
１
８
３
０
～
44
年
）
頃
刊
行
の
「
古こ

今こ
ん

要よ
う

覧ら
ん

稿こ
う

」
の
草
木
部
桜
の
項
に
は
１
３
４

種
の
絵
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
後
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
、
戦

前
ま
で
は
桜
の
栽
培
と
改
良
保
存
は
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
り
、
品
種
も
４
０
０
種
を
数
え

る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
中
戦
後
の
荒

廃
と
そ
の
後
の
高
度
成
長
に
伴
う
無
計
画
な

都
市
化
の
拡
大
、
河
川
や
道
路
の
改
修
、
拡

張
、
環
境
の
汚
染
等
に
よ
っ
て
自
然
破
壊
が

進
む
中
で
、
か
つ
て
街
道
筋
や
河
川
敷
に
見

ら
れ
た
美
し
い
桜
並
木
は
大
半
が
姿
を
消

し
、
現
存
の
桜
も
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
有

様
と
な
っ
て
、「
自
然
の
摂
理
を
ゆ
が
め
た

人
間
達
に
、
近
い
未
来
に
迫
る
危
険
を
、
滅

び
ゆ
く
桜
の
姿
が
訴
え
て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
」
と
、
前
掲
の
佐
野
藤
右
衛
門
さ
ん

は
嘆
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
桜
保
存

の
試
み
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
規
模
が
大
き
い
の

は
、八
王
子
の
高
尾
に
あ
る
農
水
省
林
野
庁
・

森
林
総
合
研
究
所
「
多
摩
森
林
科
学
園
」
の

サ
ク
ラ
保
存
林
で
あ
ろ
う
。
全
国
各
地
の
著

名
な
サ
ク
ラ
の
品
種
保
存
と
そ
の
美
し
さ
を

広
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
41
年

に
設
置
が
決
ま
り
、
そ
れ
以
来
桜
の
品
種
収

集
、
苗
木
作
り
や
造
成
、
植
栽
を
続
け
て
、

今
で
は
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
に
約

２
５
０
種
、
２
０
０
０
本
の
桜
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
深
く
切
り
込
ん
だ
谷
々
を
め
ぐ
る

多
摩
丘
陵
の
先
端
に
あ
っ
て
、
結
構
上
り
下

り
の
勾
配
が
急
で
、深
い
谷
を
望
む
景
観
は
、

吉
野
山
の
「
上
の
千
本
」「
奥
の
千
本
」
辺

り
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
早
咲
き

の
桜
、
二
度
咲
く
桜
、
一
重
の
桜
、
八
重
桜
、

枝
垂
れ
桜
に
大
輪
、
小
輪
、
紅
色
、
純
白
、

緑
色
、
黄
色
、
紫
色
、
薄
墨
色
の
桜
、
匂
い

の
あ
る
桜
等
々
多
種
多
彩
、
実
に
見
事
な
桜

の
園
で
あ
る
。
花
期
も
３
月
中
・
下
旬
か
ら

５
月
中
旬
ま
で
と
長
い
。
昨
年
の
４
月
下
旬

に
訪
れ
た
折
に
も
、八
重
咲
き
の
普ふ

賢げ
ん

象ぞ
う（
淡

紅
色
大
輪
八
重
咲
き
、
花
の
中
央
の
２
本
の

雄
蕊
の
毛
が
緑
色
の
小
さ
な
葉
の
よ
う
に

な
っ
て
突
出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
普
賢
菩
薩

の
乗
る
象
の
鼻
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ

の
名
が
あ
る
と
の
こ
と
。
日
が
経
つ
に
つ
れ

て
花
弁
の
色
が
紅
色
を
増
す
。）
や
福
禄
寿
、

八
重
紅
枝
垂
れ
な
ど
が
今
を
盛
り
と
咲
き
競

い
、
こ
れ
で
も
桜
か
と
驚
か
さ
れ
る
御ぎ

ょ

衣い

黄こ
う

や
欝う

金こ
ん

な
ど
黄
色
や
緑
色
の
桜
も
丁
度
満
開

で
、
真
に
上じ

ょ

求う
ぐ

菩ぼ

提だ
い

、
下げ

化け

衆し
ゅ

生じ
ょ
うの
相
を
見

る
思
い
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

桜
の
木
の
樹
（
寿
）
命
は
、
杉
や
檜
に
比

べ
る
と
遥
か
に
短
い
。
栽
培
種
の
染
井
吉
野

な
ど
は
六
、七
十
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

全
国
各
地
に
あ
る
樹
齢
何
百
年
と
い
う
桜
の

名
木
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

や
そ
の
変
種
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
（
枝
垂
桜
が

し
だ
れ
る
の
は
、
中
村
輝
子
日
本
女
子
大
教

授
の
13
年
余
に
わ
た
る
研
究
の
結
果
、
ジ
ベ

レ
リ
ン
と
い
う
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
欠
如
に
よ

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ジ
ベ
レ

リ
ン
は
樹
木
の
幹
や
枝
が
傾
い
た
と
き
に
、

重
力
刺
激
に
反
応
し
て
、
引
っ
張
り
成
長
応

力
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
元
に
戻
す
た
め
の

「
あ
て
材
」
と
い
う
組
織
を
誘
導
す
る
の
だ

そ
う
で
、
普
通
の
桜
は
枝
が
伸
び
て
重
く
な

る
と
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
と
い
う
枝
を
強
化
す
る

物
質
を
分
泌
す
る
か
ら
し
だ
れ
る
こ
と
は
な

い
の
だ
が
、
突
然
変
異
に
よ
り
そ
の
遺
伝
子

を
有
し
な
い
桜
は
、
重
力
に
抗
し
き
れ
ず
に

し
だ
れ
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
を
実
生
よ
り
育
て
る
場
合
、
繰
り
返
し
繰

り
返
し
支
え
を
し
て
い
か
な
い
と
、
一
春
の

う
ち
に
数
メ
ー
ト
ル
も
地
面
を
匍
っ
て
い
く

そ
う
で
あ
る
。）
あ
る
い
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で

あ
る
。
日
本
三
大
桜
と
し
て
有
名
な
岐
阜
県

本
巣
の
「
根
尾
谷
の
淡
墨
桜
」
は
、
継
体
天

皇
の
お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢

伝
承
千
４
０
０
余
年
、
山
梨
県
武
川
実
相
寺

の
「
山
高
神
代
桜
」
は
、
日
本
武
尊
の
お
手

植
え
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢
伝
承

千
８
０
０
余
年
、
い
ず
れ
も
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

で
、福
島
県
三
春
町
の
「
三
春
の
滝
桜
」
は
、

樹
齢
推
定
７
０
０
余
年
の
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

（
ベ
ニ
シ
ダ
レ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
樹

齢
を
誇
る
桜
も
、
地
元
の
桜
を
愛
す
る
人
々

の
余
程
手
厚
い
介
護
が
な
け
れ
ば
樹
命
を
保

つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
昔
か

ら
桜
の
木
は
村
の
繁
栄
の
象
徴
で
あ
り
、
神

宿
る
木
で
あ
り
、
先
祖
の
墓
標
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
村
人
が
い
つ
も
見
守
り
、
大
切

に
保
護
し
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
の
世

の
人
々
も
、
そ
の
こ
と
に
思
い
を
至
し
、
大

切
に
守
り
育
て
て
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

�

（
平
成
14
年
４
月
記
）
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昨
年
12
月
26
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
は
、
靖
國
神
社
昇
殿
参
拝
並
び
に
鎮
霊
社

参
拝
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
、
第
二
次
安
倍

内
閣
が
発
足
し
て
か
ら
丁
度
１
年
を
経
過
し

た
日
で
あ
る
。
11
時
20
分
頃
官
邸
を
出
発
し

た
安
倍
総
理
は
、
11
時
30
分
に
靖
國
神
社
に

到
着
、
記
帳
し
て
手
水
を
取
り
、
修
祓
を
受

け
て
先
ず
、
鎮
霊
社
（
注
記
）
に
参
拝
し
、

次
い
で
拝
殿
か
ら
中
庭
を
経
由
し
、
本
殿
に

昇
っ
て
拝
礼
し
た
。

第
一
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
靖
國
神
社

参
拝
を
見
送
っ
た
結
果
、
そ
の
後
の
福
田
、

麻
生
、
鳩
山
、
菅
、
野
田
と
続
く
五
代
の
内

閣
で
も
靖
國
参
拝
を
中
断
す
る
と
い
う
閉
塞

事
態
が
到
来
し
た
。
先
の
小
泉
純
一
郎
総
理

が
５
年
間
の
総
理
在
任
中
、
特
攻
隊
員
の
遺

稿
集
『
あ
ゝ
同
期
の
桜
』
に
感
銘
し
て
、
平

成
13
年
８
月
13
日
か
ら
平
成
18
年
８
月
15
日

ま
で
に
６
回
も
の
参
拝
を
果
た
し
た
が
、
そ

の
小
泉
総
理
の
宿
願
を
実
現
す
る
た
め
、
当

時
、
内
閣
官
房
副
長
官
と
し
て
尽
力
し
た
の

が
安
倍
総
理
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
こ
と

を
「
痛
恨
の
極
み
」
と
嘆
じ
て
い
た
が
、
７

年
振
り
に
念
願
を
果
た
し
得
た
の
は
、
総
理

自
身
に
と
っ

て
も
、
国
民

に
と
っ
て
も

「
欣
快
」
の

一
言
に
尽
き

る
、
正
に
快

挙
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
総

理
に
よ
る
靖

國
神
社
参
拝

の
足
跡
は
、

決
し
て
平
坦

な
も
の
で
は

な
く
、
難
路

の
連
続
で

あ
っ
た
。

昭
和
20
年
12
月
に
、
連
合
国
軍
総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
「
国
家
神
道
」
を
廃
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
神
道
指
令
」
を
発
し

た
。
そ
の
中
で
も
最
も
危
険
視
さ
れ
た
の
が

靖
國
神
社
で
あ
る
。
日
本
人
の
精
神
的
支
柱

で
あ
る
靖
國
神
社
は
一
時
、
焼
却
処
分
も
検

討
さ
れ
、
そ
の
跡
に
ド
ッ
グ
レ
ー
ス
場
を
造

る
案
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
猛
然
と
異
を
唱

え
た
の
が
、
ド
イ
ツ
・
キ
ー
ル
出
身
の
カ
ト

リ
ッ
ク
神
父
で
昭
和
９
年
以
来
10
年
以
上
日

本
に
滞
在
し
、
上
智
学
院
学
院
長
な
ど
も
務

め
、
終
戦
直
後
、
駐
日
ロ
ー
マ
法
王
代
表
、

バ
チ
カ
ン
公
使
代
理
に
就
任
し
、
連
合
国
軍

最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
や
司
令
部

の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
相
談
を
受
け
て
い
た
ブ

ル
ー
ノ
・
ビ
ッ
テ
ル
神
父
で
あ
る
。「
も
し
も
、

靖
國
神
社
を
焼
き
払
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

行
為
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
歴
史
に
と
っ
て
不

名
誉
極
ま
る
汚
点
と
な
っ
て
残
る
で
あ
ろ

う
。
歴
史
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を
理
解
し
な

い
に
違
い
な
い
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、
靖
國

神
社
を
焼
却
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

占
領
政
策
と
相
容
れ
な
い
犯
罪
行
為
で
あ

る
」「
靖
國
神
社
が
国
家
神
道
の
中
枢
で
、

誤
っ
た
国
家
主
義
の
根
源
で
あ
る
と
言
う
な

ら
、
排
す
べ
き
は
国
家
神
道
と
い
う
制
度
で

あ
り
、
靖
國
神
社
で
は
な
い
。
我
々
は
、
信

仰
の
自
由
が
完
全
に
認
め
ら
れ
、
神
道
・
仏

教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
、
い
か

な
る
宗
教
を
信
仰
す
る
者
で
あ
ろ
う
と
も
、

国
家
の
た
め
に
死
ん
だ
者
は
、
す
べ
て
靖
國

神
社
に
そ
の
霊
を
祀
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
、
進
言
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
ビ
ッ

テ
ル
神
父
の
意
見
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥

に
容
れ
ら
れ
、
即
時
焼
却
は
撤
回
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

一
方
、「
神
道
指
令
」
に
よ
っ
て
公
務
員

が
公
的
資
格
で
神
社
を
参
拝
す
る
こ
と
が
禁

じ
ら
れ
て
い
た
中
で
、
吉
田
茂
総
理
は
平
然

と
し
て
伊
勢
神
宮
、
熱
田
神
宮
、
明
治
神
宮

な
ど
の
参
拝
を
続
け
た
が
、
さ
す
が
に
靖
國

神
社
だ
け
は
容
易
に
参
拝
に
踏
み
切
る
こ
と

が
で
き
ず
、
初
め
て
九
段
の
神
域
に
参
入
で

き
た
の
は
、
対
日
講
和
条
約
締
結
後
の
昭
和

26
年
10
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
新
聞

各
紙
は
揃
っ
て
「
公
式
参
拝
」
と
報
じ
て
い

る
。
こ
れ
を
嚆
矢
と
し
て
吉
田
総
理
は
、
占

領
解
除
後
も
折
に
触
れ
て
参
拝
を
重
ね
、
以

後
の
総
理
も
病
気
や
短
期
退
陣
の
場
合
を
除

い
て
参
拝
を
継
続
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
50
年
に
至
っ
て
三
木
武

夫
総
理
が
憲
法
の
政
教
分
離
の
原
則
に
抵
触

す
る
こ
と
を
過
剰
に
警
戒
し
、「
私
的
参
拝
」

と
称
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
総
理
も
そ

れ
を
踏
襲
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
10
年
も

の
間
、
私
的
参
拝
の
時
代
が
続
い
た
。

こ
の
第
一
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
を
解
消

し
て
公
式
参
拝
を
復
活
し
た
昭
和
60
年
の
中

曽
根
康
弘
総
理
の
参
拝
も
、
す
ぐ
に
頓
挫
し

て
し
ま
っ
た
。
中
国
が
靖
國
神
社
に
「
Ａ
級

総
理
大
臣
の
靖
國
神
社
参
拝

靖國神社を参拝する安倍総理
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戦
犯
」
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で

反
発
し
た
こ
と
に
屈
し
て
参
拝
を
取
り
止

め
、
以
後
の
総
理
も
こ
れ
に
倣
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
第
二
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
を

克
服
し
た
小
泉
総
理
の
参
拝
の
成
果
を
無
に

し
て
再
び
参
拝
を
中
断
し
、
第
三
の
ボ
タ
ン

の
掛
け
違
い
を
招
い
た
責
任
者
で
あ
る
安
倍

総
理
が
、
雌
伏
７
年
の
後
に
自
ら
の
手
で
そ

れ
を
元
に
戻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
中
国
と
韓
国
が
猛
反
発
し
た
の
は
予
想
ど

お
り
で
あ
る
が
、
米
国
が
公
式
に
批
判
し
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
政
府
も
若
干
当
惑

し
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
総
理
の
靖
國

神
社
参
拝
は
、
あ
く
ま
で
も
国
内
問
題
で
あ

る
と
の
基
本
姿
勢
を
毅
然
と
し
て
堅
持
し
、

今
後
も
正
々
堂
々
と
参
拝
を
続
け
る
よ
う
心

か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。

安
倍
総
理
は
参
拝
を
終
わ
っ
て
、
参
集
殿

で
記
者
会
見
を
行
い
、
次
の
よ
う
に
談
話
を

発
表
す
る
と
と
も
に
記
者
団
の
質
問
に
答
え

た
。

◇

○
安
倍
首
相
談
話「
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
」

 

（
全
文
・
平
成
25
年
12
月
26
日
）

本
日
、
靖
國
神
社
に
参
拝
し
、
国
の
た
め

に
戦
い
、
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
英
霊

に
対
し
て
、哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

尊
崇
の
念
を
表
し
、
御
霊
安
ら
か
な
れ
と
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
で

亡
く
な
ら
れ
、
靖
國
神
社
に
合
祀
さ
れ
な
い

国
内
、
及
び
諸
外
国
の
人
々
を
慰
霊
す
る
鎮

霊
社
に
も
、
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。

御
英
霊
に
対
し
て
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

現
在
、
日
本
が
平
和
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
を
噛
み
し
め
ま
し
た
。

今
の
日
本
の
平
和
と
繁

栄
は
、
今
を
生
き
る
人
だ

け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛

す
る
妻
や
子
供
た
ち
の
幸

せ
を
祈
り
、
育
て
て
く
れ

た
父
や
母
を
思
い
な
が

ら
、
戦
場
に
倒
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
、
そ
の
尊
い

犠
牲
の
上
に
、
私
た
ち
の

平
和
と
繁
栄
が
あ
り
ま

す
。今

日
は
、
そ
の
こ
と
に

改
め
て
思
い
を
致
し
、
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
念

を
持
っ
て
、
参
拝
い
た
し

ま
し
た
。

日
本
は
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
。
私
は
過
去
へ
の
痛
切
な
反
省
の
上

に
立
っ
て
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
戦
争
犠

牲
者
の
方
々
の
御
霊
を
前
に
、
今
後
と
も
不

戦
の
誓
い
を
堅
持
し
て
い
く
決
意
を
、
新
た

に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
に
苦
し
む

こ
と
が
無
い
時
代
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ア
ジ
ア
の
友
人
、世
界
の
友
人
と
共
に
、

世
界
全
体
の
平
和
の
実
現
を
考
え
る
国
で
あ

り
た
い
と
、
誓
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
は
、
戦
後
68
年
間
に
わ
た
り
、
自
由

で
民
主
的
な
国
を
つ
く
り
、
ひ
た
す
ら
に
平

和
の
道
を
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
姿
勢
を
貫
く
こ
と
に
一
点
の
曇
り
も
あ
り

ま
せ
ん
。
世
界
の
平
和
と
安
定
、
そ
し
て
繁

栄
の
た
め
に
、
国
際
協
調
の
下
、
今
後
そ
の

責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

靖
國
神
社
へ
の
参
拝
に
つ
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
政
治
問
題
、
外
交
問
題
化
し
て
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。

靖
國
参
拝
に
つ
い
て
は
、
戦
犯
を
崇
拝
す

る
も
の
だ
と
批
判
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
私

が
安
倍
政
権
の
発
足
し
た
今
日
、
こ
の
日
に

参
拝
し
た
の
は
、
御
英
霊
に
、
政
権
一
年
の

歩
み
と
、
二
度
と
再
び
戦
争
の
惨
禍
に
人
々

が
苦
し
む
こ
と
の
無
い
時
代
を
創
る
と
の
決

意
を
、
お
伝
え
す
る
た
め
で
す
。

中
国
、
韓
国
の
人
々
の
気
持
ち
を
傷
つ
け

る
つ
も
り
は
、
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
靖
國
神
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社
に
参
拝
し
た
歴
代
の
首
相
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
人
格
を
尊
重
し
、
自
由
と
民
主

主
義
を
守
り
、
中
国
、
韓
国
に
対
し
て
敬
意

を
持
っ
て
友
好
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

○
参
拝
後
の
記
者
団
と
の
質
疑
応
答

 
（
全
文
）

─ 

首
相
に
就
任
後
、
初
め
て
の
靖
國
神
社
参

拝
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
参
拝
し

た
か
。

安
倍
晋
三
首
相　

本
日
は
、
靖
國
神
社
に
参

拝
を
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
の
た
め
に
尊
い

命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
英
霊
に
対
し
て
尊
崇

の
念
を
表
し
、
そ
し
て
御
霊
安
ら
か
な
れ
、

と
手
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て

同
時
に
、
靖
國
神
社
の
境
内
に
あ
り
ま
す
鎮

霊
社
に
も
お
参
り
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

鎮
霊
社
は
靖
國
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
な
い
全

て
の
戦
場
に
倒
れ
た
人
々
、
日
本
人
だ
け
で

は
な
く
て
諸
外
国
の
人
々
も
含
め
て
、
全
て

の
戦
場
で
倒
れ
た
人
々
の
慰
霊
の
た
め
の
お

社
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
鎮
霊
社
に
も
お
参
り

を
い
た
し
ま
し
て
、
全
て
の
戦
争
に
お
い
て

命
を
落
と
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に
手
を
合
わ

せ
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
そ
し
て
二
度
と

再
び
戦
争
の
惨
禍
に
よ
っ
て
人
々
の
苦
し
む

こ
と
の
な
い
時
代
を
つ
く
る
、
そ
の
決
意
を

込
め
て
不
戦
の
誓
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

─ 

今
日
は
安
倍
政
権
が
発
足
し
て
ち
ょ
う
ど

１
年
に
な
る
。
な
ぜ
、
こ
の
日
に
参
拝
し

た
の
か
。

首
相　

残
念
な
が
ら
、
靖
國
神
社
参
拝
自
体

が
政
治
問
題
、
外
交
問
題
化
し
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
政
権
が

発
足
し
て
１
年
、
こ
の
１
年
の
安
倍
政
権
の

歩
み
を
ご
報
告
し
、
そ
し
て
二
度
と
再
び
戦

争
の
惨
禍
に
よ
っ
て
人
々
が
苦
し
む
こ
と
の

な
い
時
代
を
創
る
と
の
誓
い
を
、
こ
の
決
意

を
お
伝
え
す
る
た
め
に
こ
の
日
を
選
び
ま
し

た
。

─ 

中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
海
外
か
ら
は
首
相

の
靖
國
神
社
参
拝
に
根
強
い
批
判
が
あ

る
。
今
後
ど
う
説
明
し
て
い
く
考
え
か
。

首
相　

靖
國
神
社
の
参
拝
は
、い
わ
ゆ
る「
戦

犯
」
を
崇
拝
す
る
行
為
で
あ
る
と
、
誤
解
に

基
づ
く
批
判
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
１
年
間

の
歩
み
を
御
英
霊
に
対
し
て
ご
報
告
を
す

る
、
そ
し
て
、
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
の
中
で

人
々
が
苦
し
む
こ
と
の
な
い
時
代
を
創
っ
て

い
く
と
い
う
決
意
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
参

拝
を
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
中
国
あ
る

い
は
韓
国
の
人
々
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
る
、

そ
ん
な
考
え
は
毛
頭
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
靖
國
神
社
に
参
拝
を
し
て
こ
ら
れ
た
歴
代

の
総
理
大
臣
と
全
く
同
じ
考
え
で
あ
り
ま

す
。
母
を
残
し
、
愛
す
る
妻
や
子
を
残
し
、

戦
場
で
散
っ
た
英
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
手
を
合
わ
せ

る
、
こ
の
こ
と
は
世
界
共
通
の
リ
ー
ダ
ー
の

姿
勢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
以
外
の

も
の
で
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
日
本
は
戦
後
、
自
由
と
民
主
主
義
を

守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
下
に

平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
を
ひ
た
す
ら
歩
ん

で
き
た
、
こ
の
基
本
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
点
の
曇
り
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
謙
虚
に
礼
儀
正

し
く
誠
意
を
持
っ
て
説
明
を
し
、
そ
し
て
対

話
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─ 

中
国
、
韓
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
直
接
説
明
す

る
考
え
は
。

首
相　

ぜ
ひ
こ
の
気
持
ち
を
直
接
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
戦
後
多
く
の
首
相
が
靖
國

神
社
に
参
拝
を
し
て
い
ま
す
。
吉
田
茂
総
理

も
そ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
中
曽
根

総
理
、
あ
る
い
は
そ
の
前
の
大
平
総
理
も
そ

う
で
し
た
。
そ
し
て
ま
た
橋
本
総
理
も
小
泉

総
理
も
そ
う
で
し
た
が
、
す
べ
て
の
靖
國
神

社
に
参
拝
し
た
総
理
は
、
中
国
、
韓
国
と
友

好
関
係
を
更
に
築
い
て
い
き
た
い
と
、
そ
う

願
っ
て
い
ま
し
た
。
日
中
関
係
は
大
切
な
関

係
で
あ
り
、
こ
の
関
係
を
確
固
た
る
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
日
本
の
国
益
だ
と
、
皆

さ
ん
信
念
と
し
て
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の

こ
と
も
含
め
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
れ
ば
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

─
今
後
も
定
期
的
に
参
拝
す
る
考
え
か
。

首
相　

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
で

お
話
を
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
第
１
次
安
倍

政
権
の
任
期
中
に
靖
國
神
社
に
参
拝
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
「
痛
恨
の
極
み
だ
」
と
、
こ

の
よ
う
に
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
（
自
民
党
）
総
裁
選
に
お
い
て
も
、
あ

る
い
は
衆
院
選
挙
の
時
に
お
い
て
も
、
そ
う

述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
上
で
私
は（
自

民
党
）
総
裁
に
選
出
さ
れ
、
そ
し
て
総
理
大

臣
と
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ

れ
か
ら
も
私
の
参
拝
の
意
味
に
つ
い
て
理
解

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─ 

靖
國
神
社
に
は
多
く
の
「
戦
犯
」
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
戦
争
指
導
者
の
責
任
を
ど
う

思
う
か
。

首
相　

そ
れ
は
今
ま
で
も
随
時
、
国
会
で
述

べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
過

去
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
戦
後
し
っ
か
り

と
基
本
的
人
権
を
守
り
、
民
主
主
義
、
自
由

な
日
本
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
や
、
そ
の
中
に
お
い
て
世
界
の
平
和
に

貢
献
を
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
、
そ
の
歩
み
に
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
り

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
重
ね
て
申
し
上
げ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◇

○
各
国
の
反
応

中
国
、
韓
国
は
強
く
非
難
。
米
国
国
務
省

の
サ
キ
報
道
官
は
12
月
26
日
、「
日
本
は
大

切
な
同
盟
国
だ
が
、
日
本
の
指
導
者
が
近
隣

諸
国
と
の
緊
張
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
行
動

を
取
っ
た
こ
と
に
米
国
政
府
は
失
望
し
て
い

る
」
と
の
談
話
を
発
表
し
た
。

○
世
論
調
査

共
同
通
信
社
の
全
国
緊
急
電
話
世
論
調
査

（
昨
年
12
月
28
、
29
日
）
で
は
、
首
相
の
参

拝
に
つ
い
て
「
よ
か
っ
た
」
が
43
・
２
％
、「
よ

く
な
か
っ
た
」
が
47
・
１
％
。

読
売
新
聞
の
調
査
（
１
月
10
～
12
日
）
で

は
、
内
閣
支
持
率
は
62
％
で
、
前
回
の
調
査

（
昨
年
12
月
６
～
８
日
）
の
55
％
か
ら
７
％

増
え
た
。

○
「
新
た
な
追
悼
施
設
」
に
は
否
定
的

見
解

安
倍
首
相
は
、
一
部
で
出
て
い
る
「
靖
國

神
社
に
代
わ
る
新
た
な
追
悼
施
設
」
に
つ
い

て
は
否
定
的
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。

◇

（
注
記
）

○
鎮
霊
社
例
祭
（
諸
霊
祭
）

靖
國
神
社
の
拝
殿
か
ら
本
殿
へ
向
か
う
左

側
の
回
廊
の
中
程
に
出
入
り
口
の
扉
が
あ
っ

て
そ
の
外
側
の
旧
招
魂
斎
庭
に
二
つ
の
小
社

が
あ
る
。
向
か
っ
て
右
の
小
社
を
「
元
宮
」

と
い
い
、左
の
小
社
は
「
鎮
霊
社
」
と
い
う
。

こ
の
二
社
と
も
大
樹
の
下
に
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
お
り
、
よ
く
似
た
造
り
の
小
社
で
あ

る
が
、「
元
宮
」
は
瓦
葺
き
で
、「
鎮
霊
社
」

は
銅
板
葺
き
で
あ
る
。
こ
の
旧
招
魂
斎
庭
に

入
る
に
は
、
通
常
、
拝
殿
の
左
、
回
廊
に
連

な
る
玉
垣
の
奥
の
門
か
ら
で
あ
る
が
、
門
扉

が
開
け
ら
れ
て
い
る
の
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
で
あ
る
。

「
元
宮
」
は
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
、
津

和
野
藩
士
出
身
で
、
平
田
篤
胤
派
の
国
学
者

と
し
て
尊
攘
志
士
と
共
に
王
政
復
古
に
活
躍

し
た
福ふ

く

羽ば

美び

静せ
い

（
１
８
３
１
年
～
１
９
０
７

年
、
維
新
後
、
藩
主
亀
井
茲
監
が
神
祇
官
副

知
事
に
就
任
す
る
と
、
福
羽
も
神
祇
関
係
の

要
職
を
歴
任
、
１
８
６
９
年
明
治
天
皇
の
侍

講
と
な
る
）が
中
心
と
な
り
、初
め
て
徳
川
齊

昭
卿
ら
維
新
の
志
士
46
人
の
霊
を
慰
め
る
た

め
、
京
都
の
邸
内
に
密
か
に
祠
堂
を
建
て
て

祀
っ
た
。奠
都
に
伴
い
東
京
に
移
さ
れ
た
が
、

招
魂
社
の
先
駆
け
と
も
言
う
べ
き
由
緒
あ
る

祠
堂
で
、
昭
和
６
年
、
福
羽
家
よ
り
神
社
に

奉
納
さ
れ
、「
元
宮
」
と
称
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
が
、
例
祭
日
は
４
月
１
日
で
あ
る
。

一
方
、
左
の
小
社
「
鎮
霊
社
」
は
、「
明

治
維
新
以
来
の
戦
争
・
事
変
に
起
因
し
て
死

没
し
、
靖
國
神
社
に
合
祀
さ
れ
ぬ
人
々
の
霊

を
慰
め
る
為
、
昭
和
四
十
年
七
月
に
建
立
し

萬
邦
諸
国
の
戦
没
者
も
共
に
鎮
齋
」
さ
れ
て

お
り
、
例
祭
日
は
７
月
13
日
で
あ
る
。
こ
の

「
鎮
霊
社
」
は
、
靖
國
神
社
の
第
５
代
宮
司

を
務
め
ら
れ
た
（
昭
和
21
年
１
月
か
ら
昭
和

53
年
３
月
死
去
ま
で
の
32
年
間
）
筑
波
藤
麿

氏
が
、前
年
の
宗
教
者
国
際
会
議
に
出
席
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
訪
問
し
て
帰
国
さ
れ
た

後
、
各
国
と
も
先
の
大
戦
で
、
国
際
条
約
無

視
の
無
差
別
爆
撃
や
人
種
的
迫
害
等
に
よ
り

数
百
万
に
も
上
る
非
戦
闘
員
の
犠
牲
者
の
霊

を
弔
う
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑

み
、
我
が
国
で
も
そ
の
よ
う
な
祭
祀
を
行
う

必
要
性
を
痛
感
さ
れ
、
先
の
大
戦
で
の
原
爆

や
空
襲
に
よ
る
死
没
者
を
始
め
、
前
記
の
よ

う
に
明
治
維
新
以
来
の
戦
争
・
事
変
に
よ
り

死
没
し
、
靖
國
神
社
に
合
祀
さ
れ
な
い
犠
牲

者
、
更
に
は
我
が
国
民
の
み
な
ら
ず
、
万
国

の
戦
争
犠
牲
者
の
霊
を
弔
い
、
世
界
の
平
和

を
祈
願
す
る
た
め
、
建
立
さ
れ
た
の
が
、
こ

の
「
鎮
霊
社
」
で
あ
り
、靖
國
神
社
で
は
「
元

宮
」
と
共
に
毎
日
、
神
官
に
よ
る
祭
祀
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
例
祭
が
、
趣
旨
を
同
じ

く
す
る
「
み
た
ま
ま
つ
り
」
の
前
夜
祭
の
後

の
宵
祭
り
と
し
て
毎
年
７
月
13
日
の
午
後
８

時
過
ぎ
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
先
、
靖
國
神
社
で
は
、
昭
和
24

年
７
月
の
第
３
回
「
み
た
ま
祭
」
以
来
、
７

月
13
日
夕
刻
、み
た
ま
祭
前
夜
祭
に
先
立
ち
、

旧
招
魂
斎
庭
に
お
い
て
、
大
東
亜
戦
争
に
際

し
「
戦
陣
に
死
し
職
域
に
殉
じ
非
命
に
斃
れ

た
人
々
で
、
靖
國
神
社
に
奉
斎
さ
れ
ざ
る
み

た
ま
の
慰
霊
祭
」
を
「
諸
霊
祭
」
と
称
し
て

執
り
行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
「
諸
霊
祭
」
で
は
、
復
員
局
・
厚
生
省
か

ら
「
祭
神
名
票
」
が
送
ら
れ
な
い
た
め
、
神

社
に
合
祀
さ
れ
て
い
な
い
「
軍
人
・
軍
属
等
」

の
ほ
か
、
外
地
や
内
地
で
戦
災
等
（
空
襲
・

原
爆
等
）
に
よ
り
死
没
し
た
民
間
の
人
々
も

す
べ
て
一
緒
に
慰
霊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

と
の
こ
と
で
あ
り
、「
鎮
霊
社
」建
立
以
後
は
、

前
記
の
よ
う
に
同
社
例
祭
と
し
て
齋
行
さ
れ

て
い
る
。

大
樹
の
下
、昼
な
お
暗
い
霊
域
に
お
い
て
、

御
社
の
二
つ
の
燈
明
が
幽
か
に
揺
ら
ぐ
の
み

の
、
暗
闇
に
包
ま
れ
、
静
寂
に
し
て
幽
玄
の

気
に
満
ち
た
中
で
の
神
儀
で
、
篳し

ち

篥り
き

の
音
と

共
に
、
白
装
束
の
神
官
６
名
に
よ
っ
て
奉
仕

さ
れ
、
修
祓
、
降
神
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
等

が
斎
行
さ
れ
る
。
参
列
者
は
、
宮
司
以
下
遺

族
代
表
他
十
数
名
に
過
ぎ
な
い
。

 

（
陸
士
61
期　

飯
田
正
能
記
）

鎮霊社
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平
成
26
年
４
月
６
日
、
宮
崎
県
都
城
市
都

島
公
園
（
旧
陸
軍
墓
地
）
内
の
「
都
城
特
攻

振
武
隊
は
や
て
慰
霊
碑
」
前
に
お
い
て
、
都

城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
奉
賛
会
の
主
催
に

よ
り
、
平
成
26
年
度
「
都
城
市
特
別
攻
撃
隊

戦
没
者
慰
霊
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
、
当
顕
彰

会
を
代
表
し
て
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
慰
霊
祭
は
、
第
一
特
別
振
武
隊
第
一

陣
の
四
式
戦
（
疾
風
）
隊
が
出
撃
し
た
日
で

あ
る
昭
和
20
年
４
月
６
日
に
合
わ
せ
、
毎
年

こ
の
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
今
年
は
第
38
回
目
に
な
る
。

こ
の
日
南
九
州
の
都
城
で
は
、
桜
も
既
に

散
り
、
晴
天
で
は
あ
っ
た
が
、
春
と
は
い
え

肌
寒
く
、
寒
風
の
吹
き
荒
ぶ
中
で
の
慰
霊
祭

と
な
っ
た
。参
列
者
は
、御
遺
族
、来
賓
、一
般

参
列
者
を
含
め
て
約
３
０
０
名
で
あ
っ
た
。

慰
霊
祭
は
10
時
半
に
開
式
、
全
員
黙
祷
の

後
、
都
城
市
の
市
長
で
も
あ
る
特
別
攻
撃
隊

戦
没
者
奉
賛
会
池
田
宜
久
会
長
が
祭
文
を
奏

上
し
、
戦
後
69
年
と
な
る
が
、
都
城
か
ら
出

撃
し
た
特
攻
隊
と
直
掩
隊
の
戦
没
者
の
こ
と

を
想
え
ば
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。
戦
争
の

記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
今
年
は
地

元
の
中
学
生
に
も
参
列
し
て
も
ら
っ
た
と
就

任
１
年
目
の
抱
負
を
交
え
て
述
べ
ら
れ
た
。

追
悼
の
辞
は
、
福
岡
県
偕
行
会
会
長
菅
原

道
之
氏
が
、
陸
士
57
期
生
代
表
と
し
て
捧
げ

ら
れ
た
が
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
敗
北
か

ら
沖
縄
作
戦
へ
と
戦
局
不
利
の
中
、
軍
は
特

攻
作
戦
の
た
め
、
国
内
や
満
洲
等
か
ら
特
攻

戦
力
を
集
め
た
が
、
そ
の
特
攻
隊
長
に
は
、

同
期
の
57
期
生
が
多
く
充
て
ら
れ
た
。
日
本

を
護
る
た
め
に
、
身
を
捨
て
て
戦
っ
た
こ
と

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
慰
霊

祭
を
執
り
行
っ
て
い
た
だ
く
都
城
市
に
心
か

ら
感
謝
し
た
い
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。

献
茶
及
び
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行

わ
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
参
議
院
議
員
・

前
市
長
の
長
嶺
誠
氏
が
挨
拶
を
さ
れ
、『
永

遠
の
０ゼ

ロ

』
な
ど
に
よ
っ
て
、
戦
中
戦
後
の
苦

労
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
へ
の
努
力
は
永
遠
に

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら

れ
た
。

献
詠
は
、「
弔　

特
攻
勇
士
」「
戦
没
者
追

悼
の
詞
」
が
吟
詠
さ
れ
、
献
歌
は
、
陸
士
57

期
生
に
よ
る
「
陸
軍
士
官
学
校
校
歌
」
が
、

少
飛
会
会
員
も
加
わ
っ
て
の
「
加
藤
隼
戦
闘

隊
」「
同
期
の
桜
」「
海
行
か
ば
」
が
歌
わ
れ

た
。平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
都
城
市
立
祝

吉
中
学
校
生
徒
代
表
の
黒
木
さ
ん
が
、
戦
争

を
考
え
る
こ
と
、
平
和
を
考
え
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
を
語
り
継
ぎ
、
永
遠
の
平
和
を
目
指

す
こ
と
を
誓
っ
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
43
普
通
科
連
隊
の
音
楽
隊

に
よ
る
音
楽
隊
演
奏
の
後
、
遺
族
代
表
と
し

て
、
第
59
振
武
隊
大
竹
少
尉
の
甥
の
大
竹
氏

（
岡
山
県
）
が
、
戦
後
生
ま
れ
で
伯
父
の
様

子
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
世
話
に
な
っ

た
方
を
訪
ね
て
、
当
時
の
様
子
を
聞
か
さ
れ

た
と
話
さ
れ
た
。

慰
霊
祭
は
、
12
時
に
閉
式
と
な
り
、
１
時

間
半
に
及
ん
だ
厳
粛
な
慰
霊
祭
で
あ
っ
た
。

６
年
前
の
、
平
成
20
年
度
の
都
城
慰
霊
祭

に
も
当
顕
彰
会
を
代
表
し
て
参
列
し
、
今
回

が
２
回
目
で
あ
っ
た
が
、
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
参
列
者
が
、
１
０
０
名
ほ
ど
減
少
し

た
こ
と
で
、
そ
れ
は
関
係
者
（
御
遺
族
・
戦

友
）
の
高
齢
化
に
よ
る
も
の
で
、
い
ず
こ
の

慰
霊
祭
に
も
共
通
す
る
現
象
で
あ
り
、
慰
霊

祭
を
企
画
・
運
営
さ
れ
る
担
当
者
の
苦
労
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
本
慰

霊
祭
に
、
地
元
中
学
生
が
参
列
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
が
伺
え
る
。

知
覧
や
万
世
の
特
攻
平
和
祈
念
館
の
よ
う

な
、
特
攻
隊
員
や
特
攻
基
地
及
び
そ
の
周
辺

に
関
す
る
記
録
等
を
集
め
た
所
が
、
当
地
に

も
な
い
か
と
、
慰
霊
祭
の
前
日
に
都
城
歴
史

資
料
館
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、同
資
料
館
に
は
、

古
墳
時
代
の
出
土
品
か
ら
一
昔
前
の
生
活
用

品
と
共
に
、
四
式
戦
「
疾
風
」
の
搭
乗
員
の

装
具
、
特
攻
隊
員
の
遺
書
の
寄
せ
書
き
帳
、

都
城
空
襲
の
資
料
等
を
展
示
し
た
戦
争
資
料

コ
ー
ナ
ー
の
一
室
が
あ
っ
た
。
宮
崎
県
内
唯

一
の
資
料
展
示
室
だ
そ
う
で
あ
る
。

史
実
に
よ
る
と
、
昭
和
20
年
４
月
６
日
は

沖
縄
守
備
軍
の
総
攻
撃
に
策
応
し
た
陸
海
軍

唯
一
統
合
の
特
攻
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
日
で

あ
る
。
陸
軍
特
攻
１
０
７
機
の
第
一
次
航
空

総
攻
撃
は
、
知
覧
、
万
世
、
都
城
西
、
喜
界

島
、
徳
之
島
等
の
各
基
地
か
ら
、
海
軍
特
攻

２
２
７
機
の
菊
水
第
一
号
作
戦
は
、
串
良
、

第
一
国
分
、
第
二
国
分
、
鹿
屋
、
新
田
原
等

の
基
地
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
撃
が
開
始
さ
れ
、

以
後
沖
縄
作
戦
の
１
０
０
日
間
、
７
月
上
旬

ま
で
に
、
海
軍
は
菊
水
作
戦
第
一
号
か
ら
第

十
号
ま
で
７
９
１
機
、
陸
軍
航
空
総
攻
撃
は

第
一
次
か
ら
第
十
次
ま
で
６
０
５
機
が
突
入

し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
そ
の
出
撃
各
地
で
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
、
出
撃
基
地
跡
に
は
慰
霊
碑

が
建
立
さ
れ
た
。

都
城
西
飛
行
場
は
、
昭
和
９
年
に
造
ら
れ

た
陸
軍
用
飛
行
場
で
あ
り
、
都
城
東
飛
行
場

は
、
昭
和
19
年
前
半
に
、
海
軍
が
地
元
住
民

の
協
力
に
よ
り
水
田
を
埋
め
立
て
て
急
造
し

た
も
の
で
あ
る
。

陸
軍
の
振
武
特
攻
隊
の
中
で
、
４
月
６
日

に
出
撃
し
た
振
武
隊
に
、
何
故
「
特
別
」
と

付
い
た
の
か
、
当
時
、
都
城
基
地
の
第
百
飛

行
団
で
は
、
特
攻
作
戦
の
準
備
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
急
遽
10
名
の
第
一
特
別
振
武

隊
を
編
成
し
、
振
武
特
攻
隊
の
先
陣
を
切
っ

第
38
回
・
平
成
26
年
度

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者

慰
霊
祭

理
事　

水
町　

博
勝
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た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

都
城
基
地
の
陸
軍
特
攻
隊
出
撃
記
録
を
見

る
と
、
第
一
特
別
振
武
隊
が　

西
飛
行
場
を

出
撃
し
て
以
降
、
他
の
振
武
隊
は
、
海
軍
の

東
飛
行
場
か
ら
出
撃
し
て
い
る
の
が
不
思
議

に
思
え
た
の
で
、
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
理

由
は
、
４
月
28
日
の
Ｂ

－

29
の
爆
撃
に
よ
っ

て
西
飛
行
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
エ
プ

ロ
ン
な
ど
飛
行
場
設
備
が
破
壊
さ
れ
、
出
撃

不
能
と
な
っ
た
た
め
、
以
後
の
出
撃
は
東
飛

行
場
か
ら
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
現

地
で
し
か
分
か
ら
な
い
史
実
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

都
城
基
地
か
ら
出
撃
し
た
陸
軍
特
攻
隊
機

は
全
て
四
式
戦
「
疾
風
」
で
、
戦
没
特
攻
隊

員
は
79
名
で
あ
る
が
、
陸
軍
の
最
新
鋭
戦
闘

機
「
疾
風
」
は
、
特
攻
機
の
直
掩
の
み
な
ら

ず
、
沖
縄
飛
行
場
の
攻
撃
、
制
空
戦
闘
等
幅

広
く
任
務
に
当
た
っ
て
活
躍
し
、
都
城
基
地

の
第
百
飛
行
団
か
ら
は
、
特
攻
戦
死
10
名
を

含
む
62
名
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

７
月
上
旬
ま
で
続
い
た
特
攻
作
戦
の
後

は
、
本
土
決
戦
に
備
え
た
決
号
作
戦
が
展
開

さ
れ
、
米
軍
が
志
布
志
湾
に
上
陸
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
、
薩
摩
半
島
の
要
塞
化
を
目
指

し
、
都
城
も
そ
の
一
角
を
構
成
し
て
い
た
記

録
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
に
お

い
て
、
地
勢
を
良
く
考
え
た
作
戦
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
た
だ
、
資
料
館
に
四
式
戦

「
疾
風
」
の
機
体
や
部
品
、
そ
の
説
明
資
料

等
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

慰
霊
祭
終
了
時
に
、
本
資
料
館
へ
の
案
内

「都城特攻振武隊はやて慰霊碑」前祭壇

都城歴史資料館

も
し
て
い
た
が
、
当
地
を
訪
ね
た
際
に
は
是

非
、
資
料
館
に
も
立
ち
寄
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
。

慰
霊
祭
に
、
当
顕
彰
会
を
代
表
し
て
参
列

し
、
戦
没
者
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
、
か
つ
、

現
地
で
史
実
を
細
か
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
。

上・左　展示品の一部
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平
成
26
年
４
月
７
日
（
月
）
正
午
よ
り
、

晴
天
の
下
、
豫
科
練
雄
飛
会
（
会
長
・
小
林

和
夫
氏
）
主
催
に
よ
る
「
平
成
26
年
度
豫
科

練
雄
飛
会
慰
霊
祭
・
招
魂
観
桜
祭
」
が
靖
國

神
社
拝
殿
及
び
本
殿
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
、

当
顕
彰
会
代
表
と
し
て
、
原
知
崇
会
員
と
共

に
参
列
し
た
。

今
年
度
の
参
列
者
は
、
１
３
０
名
で
あ
っ

た
。
拝
殿
に
は
、
ス
カ
イ
マ
ス
タ
ー
ズ
と
い

う
楽
団
の
勇
壮
な
演
奏
で
入
り
、
君
が
代
の

斉
唱
で
祭
典
が
始
ま
り
、
海
ゆ
か
ば
の
献
歌

の
後
、
本
殿
に
昇
殿
し
て
玉
串
を
奉
奠
し
、

黙
祷
の
後
、
退
下
し
、
靖
國
会
館
前
で
記
念

撮
影
を
し
、
同
会
館
「
偕
行
の
間
」
に
お
い

て
、
招
魂
観
桜
祭
が
行
わ
れ
た
。

御
遺
族
、
来
賓
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
献
杯

の
後
、
ス
カ
イ
マ
ス
タ
ー
ズ
の
海
軍
軍
歌
の

メ
ド
レ
ー
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
の
会
食
と

な
っ
た
。
軍
歌
演
習
は
、
全
員
で
「
若
鷲
の

歌
」「
艦
船
勤
務
」「
同
期
の
桜
」
を
肩
を
組

ん
で
斉
唱
し
た
。
最
後
は
、
小
林
会
長
の
挨

拶
で
、
来
年
も
こ
の
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
の
再

会
を
期
し
、
散
会
と
な
っ
た
。

平
成
26
年
４
月
７
日
（
月
）、
豫
科
練
雄

飛
会
慰
霊
祭
・
招
魂
観
桜
祭
に
参
列
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

慰
霊
祭
の
行
わ
れ
た
靖
國
神
社
は
、
前
日

ま
で
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
風
に
花
び
ら
が
舞
う
境
内
は
、
そ
の
賑

や
か
な
雰
囲
気
を
ま
だ
残
し
て
い
た
。

穏
や
か
な
天
気
の
中
、
拝
殿
へ
進
む
と
、

既
に
保
坂
副
会
長
率
い
る
一
群
の
楽
隊
「
ス

カ
イ
マ
ス
タ
ー
ズ
」
の
奏
楽
が
聞
こ
え
、
包

ま
れ
る
よ
う
な
柔
ら
か
い
印
象
を
受
け
た
。

や
が
て
正
午
と
な
り
、
戦
没
さ
れ
た
海
軍

飛
行
予
科
練
習
生
を
悼
む
慰
霊
祭
典
が
開
始

さ
れ
た
。
参
列
者
は
乙
飛
出
身
者
を
中
心
に

１
５
０
名
ほ
ど
。
国
歌
斉
唱
に
続
き
、修
祓
、

献
饌
と
続
く
。
国
歌
斉
唱
と
献
饌
の
際
に
は

や
は
り
、
同
楽
隊
の
演
奏
が
あ
っ
た
。
華
や

か
な
調
べ
に
当
初
戸
惑
い
を
覚
え
た
。
し
か

し
、
献
饌
の
際
に
演
奏
さ
れ
る
「
山
の
幸
」

と
い
う
曲
は
、
テ
ー
プ
で
は
耳
慣
れ
た
曲
で

あ
っ
た
が
、実
際
の
演
奏
で
聴
く
こ
の
曲
は
、

こ
ん
な
に
も
美
し
い
曲
で
あ
っ
た
の
か
と
驚

く
と
と
も
に
、
慰
霊
祭
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

固
定
概
念
で
つ
い
考
え
が
ち
で
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
て
様
々
な
形
が
あ
っ
て
、そ
れ
が「
ら

し
さ
」で
あ
る
。慰
霊
祭
に
お
け
る
音
楽
等
の

効
果
に
つ
い
て
も
、改
め
て
興
味
を
持
っ
た
。

式
は
祝
詞
奏
上
、
小
林
会
長
に
よ
る
祭
文

と
続
い
た
。
昭
和
33
年
の
会
の
発
足
の
経
緯

と
現
状
、
そ
し
て
、
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生

の
制
度
に
つ
い
て
、
簡
潔
明
瞭
に
お
示
し
に

な
り
、
更
に
我
が
国
と
我
が
民
族
の
繁
栄
を
願

い
な
が
ら
潔
く
散
華
さ
れ
た
一
万
八
五
六
四
柱

の
御
霊
に
対
し
て
、
社
殿
に
お
降
り
頂
い
て
、

集
い
し
同
窓
生
と
声
な
き
声
を
以
て
語
り

合
っ
て
頂
け
れ
ば
と
、
心
か
ら
願
う
と
い
う

内
容
で
あ
っ
た
。
祭
文
を
拝
聴
し
、
こ
の
式

典
に
流
れ
る
空
気
の
中
に
あ
る
安
ら
ぎ
に
合

点
が
い
っ
た
。
御
霊
安
か
れ
の
お
気
持
ち
を

御
祭
神
に
お
届
け
す
る
の
み
な
ら
ず
、
お
降

り
に
な
っ
た
御
霊
と
参
列
者
が
時
を
共
に

し
、
声
な
き
声
で
懐
か
し
く
往
時
を
語
り
合

う
。
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
慰
霊
祭
の
意
義
な
の

だ
と
。次
い
で
、献
歌「
海
ゆ
か
ば
」を
斉
唱

し
、本
殿
に
昇
殿
し
て
、玉
串
を
奉
奠
し
、拝

礼
、黙
祷
を
も
っ
て
慰
霊
式
典
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
靖
國
会
館
に
場
所
を
移
し
て
、

「
招
魂
観
桜
会
（
直
会
）」
が
行
わ
れ
た
。
来

賓
紹
介
で
は
、
我
々
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕

彰
会
会
員
も
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ

で
も
楽
隊
の
演
奏
が
あ
り
、
懐
か
し
い
「
若

鷲
の
歌
」「
艦
船
勤
務
」「
同
期
の
桜
」
の
軍

歌
演
習
も
実
施
さ
れ
た
。

既
に
高
齢
化
に
よ
っ
て
解
散
し
た
甲
飛
会

平
成
26
年
度

豫
科
練
雄
飛
会
慰
霊
祭
・
招
魂

観
桜
祭
に
参
列
し
て

評
議
員　

及
川　

昌
彦

平
成
26
年
度

豫
科
練
雄
飛
会
戦
没
者
靖
國

神
社
慰
霊
祭
に
参
列
し
て

会
員　

原　
　

知
崇

慰霊祭受付風景

招魂観桜祭（直会）会場風景
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の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
私
は
、
雄
飛
会
の

行
事
に
は
今
回
初
め
て
参
加
し
た
が
、
か
つ

て
の
甲
飛
会
と
同
じ
く
、
全
て
の
取
り
仕
切

り
を
乙
飛
出
身
者
が
担
当
さ
れ
て
お
り
、
皆

様
、
往
年
の
紅
顔
の
予
科
練
生
を
彷
彿
と
さ

せ
る
快
活
さ
で
、
業
務
に
当
た
ら
れ
て
い
る

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

菊
の
御
紋
章
輝
く
特
攻
観
音
堂
で
、
毎
月

18
日
の
法
要
に
お
い
て
、
佛
説
摩
訶
般
若
波

羅
密
多
心
經
を
読
経
し
、
５
８
４
３
名
余
の

特
攻
勇
士
の
長
存
不
滅
の
光
を
称
え
、
旧
小

田
原
代
官
屋
敷
の
直
会
に
移
る
生
活
を
、
こ

こ
二
十
数
年
来
続
け
て
い
る
一
人
で
あ
る
。

そ
こ
で
の
私
な
り
の
「
一
期
一
会
」
を
書

き
留
め
た
い
と
思
う
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

【
山
主
太
田
賢
照
師
】
先
代
太
田
睦
賢
僧
正

の
御
遺
志
を
継
い
で
、
世
田
谷
山
観
音
寺
の

御
堂
を
建
立
さ
れ
た
後
、
紆
余
曲
折
の
艱
難

を
突
破
さ
れ
て
「
特
攻
観
音
堂
」
を
落
慶
さ

れ
、
本
年
度
で
実
に
63
回
の
「
特
攻
平
和
観

音
年
次
法
要
」を
毎
年
秋
分
の
日
に
営
ま
れ
、

特
に
平
成
19
年
か
ら
は
、
神
仏
習
合
の
よ
り

一
層
厳
粛
な
祭
典
を
執
り
行
わ
れ
、
私
達
遺

族
を
始
め
全
国
か
ら
参
集
し
て
下
さ
る
方
々

に
よ
り
、
一
層
、
特
攻
勇
士
達
の
偉
業
を
称

え
て
下
さ
る
の
も
山
主
が
、
兼
照
、
恵
淳
の

一
期
一
会遺

族
会
員　

廣
嶋　

文
武

御
二
人
の
御
子
息
共
々
御
奉
仕
さ
れ
て
、
観

音
堂
の
今
日
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。
山
主
は
近
頃
、「
特
攻
観
音
経
」
を
五

箇
国
語
く
ら
い
に
翻
訳
し
て
下
さ
る
方
は
い

な
い
か
な
と
仰
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

【
宮
下
八
郎
さ
ん
】
旧
海
軍
百
里
原
基
地
の

先
任
整
備
長
で
、
こ
の
海
軍
６
０
１
空
第
一

攻
撃
隊
─
Ｋ

－

１
会
で
も
毎
年
、
靖
國
神
社

で
慰
霊
祭
が
あ
り
、
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

私
に
、
世
田
谷
に
特
攻
観
音
が
あ
り
、
毎
年

法
要
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。
昭
和

32
年
来
世
田
谷
に
住
み
、
ま
た
、
靖
國
神
社

に
は
、
忠
夫
兄
が
特
攻
戦
死
し
た
８
月
９
日

に
は
毎
年
参
拝
し
て
い
た
の
に
、
世
田
谷
特

攻
観
音
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
私
だ
が
、

そ
の
年
の
特
攻
観
音
年
次
法
要
に
参
列
さ
せ

て
頂
い
た
。
そ
の
す
ぐ
近
く
に
日
大
農
獣
医

学
部
が
あ
つ
て
、
職
業
柄
よ
く
行
っ
て
い
た

の
に
、
同
大
学
の
馬
場
の
す
ぐ
上
に
観
音
様

が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
最
初
の
出

会
い
か
ら
、
こ
の
下
馬
の
霊
城
に
通
う
こ
と

二
十
数
年
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

宮
下
さ
ん
は
、
長
く
特
攻
協
会
の
評
議
員

も
務
め
ら
れ
、
海
軍
出
身
者
の
少
な
い
本
会

の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。
宮
下
さ
ん
に
お
会

い
し
な
か
っ
た
ら
本
会
と
の
ご
縁
も
な
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
、
誠
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
。

【
最
上
貞
雄
さ
ん
】
山
形
の
旧
最
上
城
城
主

の
末
裔
で
あ
る
と
、
陸
士
54
期
同
期
の
元
世

田
谷
区
議
会
議
長
の
土
田
正
人
さ
ん
か
ら

伺
っ
た
。
さ
す
が
に
元
殿
様
の
末
裔
ら
し
く

お
っ
と
り
し
た
方
で
あ
っ
た
。
何
故
か
私
を

理
事
に
推
薦
し
て
下
さ
っ
た
か
ら
、
今
日
が

あ
る
。
当
時
副
会
長
の
岩
下
邦
雄
さ
ん
（
零

戦
会
会
長
）
や
回
天
に
詳
し
い
山
田
達
男
理

事
さ
ん
に
も
、
何
か
と
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。

【
瀬
島
龍
三
さ
ん
】
初
代
会
長
の
竹
田
恒
徳

元
宮
様
の
後
を
継
い
で
二
代
目
会
長
に
な
ら

れ
た
。
平
成
５
年
「
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没

者
慰
霊
平
和
祈
念
協
会
」
を
設
立
さ
れ
た
。

虎
ノ
門
の
第
五
森
ビ
ル
の
事
務
所
は
、
緑
の

木
々
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所
で
、
そ
の
一

等
地
の
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
森
社
長
さ
ん
と

も
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

瀬
島
会
長
さ
ん
は
、「
あ
な
た
の
お
兄
さ
ん

は
海
軍
で
し
た
ね
。
僕
も
海
軍
の
参
謀
を
兼

ね
て
、
鹿
屋
基
地
に
い
て
、
あ
の
夕
闇
迫
る

滑
走
路
の
端
で
、
海
軍
参
謀
の
淵
田
美
津
雄

中
佐
と
、
最
後
の
一
機
ま
で
特
攻
機
の
帰
還

を
待
ち
ま
し
た
よ
」
と
、
会
議
の
合
間
に
話

し
掛
け
ら
れ
た
。
私
に
会
う
と
、「
あ
ゝ
廣

嶋
さ
ん
」
と
言
っ
て
、
親
し
く
話
し
掛
け
て

下
さ
っ
た
。
瀬
島
さ
ん
は
関
東
軍
の
参
謀
に

な
ら
れ
、
終
戦
後
は
長
く
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
、
帰
国
後
は
財
界
人
と
な
ら
れ
て
、
当

時
の
中
曽
根
総
理
の
軍
師
と
し
て
も
著
名
な

方
で
あ
っ
た
。
な
お
、
淵
田
中
佐
は
、
広
島

と
長
崎
の
原
爆
の
調
査
に
当
た
ら
れ
た
稀
有

な
軍
人
で
あ
ら
れ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

【
山
本
卓
眞
さ
ん
】
瀬
島
さ
ん
の
後
を
継
い

で
第
三
代
目
の
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。
富
士

通
の
社
長
、
会
長
を
歴
任
さ
れ
た
財
界
の
大

御
所
で
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
は
、
新
た
に

「
公
益
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰

会
」
の
名
誉
会
長
と
し
て
新
し
い
時
代
へ
の

特
攻
顕
彰
会
を
導
い
て
下
さ
っ
た
。
山
本
名

誉
会
長
の
お
兄
さ
ん
の
山
本
卓
美
中
尉
は
、

陸
軍
特
攻
勤
皇
隊
長
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

レ
イ
テ
の
オ
ル
モ
ッ
ク
湾
で
特
攻
戦
死
さ
れ

た
。
私
達
が
菅
原
道
煕
理
事
長
の
下
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
の
慰
霊
祭
に
２
度
に
わ
た
っ
て
参

加
し
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ル
ソ
ン
島
マ

バ
ラ
カ
ッ
ト
基
地
で
の
神
風
特
別
攻
撃
隊
敷

島
隊
長
関
大
尉
他
の
特
攻
隊
員
の
慰
霊
祭
を

済
ま
せ
、
セ
ブ
島
か
ら
レ
イ
テ
島
へ
渡
り
、

オ
ル
モ
ッ
ク
湾
に
入
っ
て
船
上
慰
霊
祭
を
執

り
行
っ
た
時
の
感
激
を
会
長
に
話
し
た
と
こ

ろ
、大
変
喜
ば
れ
た
思
い
出
が
あ
る
。
ま
た
、

偶
々
前
々
回
の
東
京
都
知
事
選
挙
の
最
中
の

出
来
事
で
あ
る
が
、
当
日
、
靖
國
神
社
で
の

特
攻
隊
合
同
慰
霊
祭
を
終
え
て
、
直
会
の
た

め
市
ヶ
谷
駅
近
く
の
私
学
会
館
へ
移
動
し
た

と
こ
ろ
、お
馴
染
み
の
ド
ク
タ
ー
中
松
氏
が
、

選
挙
の
遊
説
中
に
立
ち
寄
っ
て
休
憩
中
で
あ

り
、
同
氏
は
、
世
田
谷
山
観
音
寺
に
も
時
々

お
参
り
に
来
て
、
太
田
賢
照
師
と
も
顔
見
知

り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
短
時
間
で
良
い

か
ら
演
説
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
、
と
の
要
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望
が
あ
っ
た
の
で
、
私
が
、
早
速
、
山
本
会

長
に
そ
の
旨
伝
え
た
と
こ
ろ
、
会
長
は
、「
ド

ク
タ
ー
中
松
氏
は
良
く
知
っ
て
い
る
が
、
協

会
の
活
動
と
は
、
性
格
も
趣
旨
も
異
な
る
」

と
の
こ
と
で
、
き
っ
ぱ
り
と
断
わ
ら
れ
た
。

著
名
な
財
界
人
で
あ
る
が
、
物
事
に
き
っ
ぱ

り
と
け
じ
め
を
付
け
る
、
武
人
ら
し
い
会
長

の
態
度
に
は
、
よ
り
一
層
尊
敬
の
念
を
抱
い

た
。
帝
国
ホ
テ
ル
で
の
お
別
れ
の
会
に
私
も

参
列
し
た
が
、
同
じ
福
岡
県
人
と
は
知
っ
て

い
た
も
の
の
、
奇
し
く
も
誕
生
日
（
９
月
11

日
）ま
で
同
じ
で
あ
っ
た
と
は
、驚
き
で
あ
っ

た
。
惜
別
の
感
一
入
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

【
菅
原
道
煕
さ
ん
】
最
上
元
理
事
長
が
、
後

継
者
は
菅
原
さ
ん
と
心
に
決
め
て
あ
っ
た
よ

う
で
、
協
会
の
た
め
に
筆
舌
に
尽
く
し
難
い

程
の
献
身
的
な
活
躍
を
さ
れ
た
。
終
戦
近
く

の
陸
軍
第
六
航
空
軍
司
令
官
菅
原
道
大
中
将

閣
下
の
三
男
と
聞
い
て
い
た
が
、
本
人
は
常

に
陸
士
61
期
で
、
戦
場
に
行
か
な
か
っ
た
最

後
の
軍
人
と
仰
っ
て
い
た
。
直
会
な
ど
の
席

で
は
常
に
会
員
の
減
少
に
心
を
痛
め
て
お
ら

れ
た
。
二
度
に
わ
た
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
バ

ラ
カ
ッ
ト
・
リ
リ
ー
ヒ
ル
観
音
像
前
で
の
、

10
月
25
日
午
前
７
時
25
分
、
関
大
尉
他
神
風

特
別
攻
撃
隊
敷
島
隊
の
出
撃
に
合
わ
せ
た
慰

霊
祭
や
各
慰
霊
碑
の
巡
拝
、
現
地
の
市
民
や

子
供
達
と
の
交
流
な
ど
感
慨
深
い
思
い
出
ば

か
り
で
あ
る
。
菅
原
さ
ん
は
ま
た
、
大
阪
芸

大
有
志
が
制
作
し
た
Ｃ
Ｄ
「
あ
ゝ
特
攻
」
の

売
上
金
の
寄
付
を
受
け
、
そ
の
志
を
受
け
継

い
で
、
全
国
の
護
国
神
社
に
「
特
攻
勇
士
之

像
」
を
建
立
奉
納
す
る
事
業
を
推
進
さ
れ
、

今
や
13
都
府
県
で
見
事
に
実
現
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
特
攻
隊
の
永
遠
な
る
慰

霊
顕
彰
の
事
業
が
全
国
に
広
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
私
の
故
郷
福
岡
に
も
、
福
岡
県
偕
行
会

菅
原
道
之
会
長
を
中
心
と
す
る
有
志
の
方
々

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
立
派
な
「
特
攻
勇
士
之

像
」が
福
岡
県
護
国
神
社
に
建
立
奉
納
さ
れ
、

私
も
そ
の
除
幕
・
奉
納
式
に
参
列
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
遺
族
に
と
っ
て
何
よ
り
の
慰

め
で
あ
り
、
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
菅
原
さ
ん
は
病
魔
に
耐
え
て
、
何
一
つ

弱
音
を
吐
く
こ
と
な
く
、
静
か
に
旅
立
た
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
学
究
の
徒
で
も
あ
り
、

遺
言
に
よ
り
、
遺
体
は
全
て
「
献
体
」
さ
れ

た
と
聞
き
、
一
層
感
慨
深
い
思
い
に
打
た
れ

た
。

【
深
堀
道
義
さ
ん
】
菅
原
道
煕
元
理
事
長
の

兄
上
で
、
海
軍
兵
学
校
75
期
、
最
後
の
卒
業

生
で
あ
る
。
母
方
の
深
堀
家
を
継
い
で
養
子

と
な
ら
れ
た
。
深
堀
家
は
、
肥
前
深
堀
藩
主

の
末
裔
に
当
た
る
と
か
で
、
肥
前
大
村
藩
よ

り
も
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
と
聞
く
。

な
お
長
兄
は
戦
死
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
菅
原

家
の
歴
史
を
感
慨
深
く
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。

月
例
法
要
に
は
、
所
沢
の
お
宅
か
ら
毎
月
お

出
で
に
な
り
、
物
静
か
な
話
し
振
り
で
色
々

と
伺
っ
た
。
貿
易
会
社
の
経
営
と
そ
の
相
手

国
の
中
国
に
関
す
る
研
究
も
緻
密
に
さ
れ
て

い
た
。
更
に
、
日
本
童
話
協
会
作
曲
会
員
で

も
あ
り
、
童
謡
・
歌
曲
も
多
く
発
表
し
て
お

ら
れ
る
。
驚
く
な
か
れ
、
全
国
カ
ッ
パ
研
究

会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。『
特
攻
の
真
実
』『
特

攻
の
総
括
』
を
出
版
さ
れ
、
両
書
に
そ
れ
ぞ

れ
「
命
令
と
献
身
と
遺
族
の
心
」「
眠
れ
眠

れ
母
の
胸
に
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら

れ
て
い
て
、
深
堀
さ
ん
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ

る
と
と
も
に
、研
究
の
深
さ
に
驚
い
て
い
る
。

更
に
『
中
国
の
対
日
政
戦
略
』
を
読
め
ば
、

15
年
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現

在
の
中
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
の
本

棚
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
何
時
で
も

繙
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
書
籍
で
あ
る
。

【
木
村
元
正
さ
ん
】
瀬
島
会
長
、
最
上
理
事

長
の
下
で
、
物
静
か
に
、
正
確
に
、
万
事
を

処
理
す
る
こ
と
の
で
き
た
方
で
あ
っ
た
。
優

れ
た
能
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
た
の
に
、
急
逝

さ
れ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
と

同
年
配
で
あ
ら
れ
た
だ
け
に
、
そ
の
思
い
が

強
い
。

【
栗
原　

宏
さ
ん
】
大
学
卒
業
後
自
衛
隊
に

入
ら
れ
、
退
官
後
に
本
会
事
務
局
で
木
村
局

長
の
下
で
会
計
事
務
を
担
当
さ
れ
て
い
た
。

本
顕
彰
会
は
、
多
く
の
志
あ
る
賛
同
者
と
相

当
な
浄
財
の
寄
附
が
あ
っ
て
こ
そ
維
持
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
資
金
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
金
融
筋
に
通
じ
、
相
当
な
知
識
を
必

要
と
し
、
か
つ
栗
原
さ
ん
の
よ
う
な
お
人
柄

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
信
じ
て
い
る
。
少
な
い

手
持
ち
資
金
の
運
用
に
当
た
り
、
栗
原
さ
ん

は
常
に
高
ぶ
ら
ず
、
黙
々
と
着
実
に
運
用
さ

れ
、
会
の
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
功
績
は
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

【
深
川　

巌
さ
ん
】
横
浜
か
ら
毎
月
参
詣
さ

れ
、
各
分
野
に
わ
た
っ
て
話
題
を
提
供
し
て

下
さ
っ
た
。
第
１
９
７
振
武
隊
隊
長
と
し
て

出
撃
前
に
終
戦
と
な
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
い

る
。
後
述
の
よ
う
に
、
Ｍ
・
Ｇ
・
シ
ェ
フ
タ

ル
さ
ん
に
招
待
さ
れ
、
静
岡
大
学
の
ゼ
ミ
で

深
川
さ
ん
が
講
義
を
さ
れ
た
時
に
私
も
同
行

し
た
が
、
非
常
に
感
慨
深
く
拝
聴
し
た
。

【
野
口
清
二
さ
ん
】
海
軍
の
軍
艦
砲
術
の
第

一
人
者
と
言
わ
れ
た
方
で
あ
る
。
日
本
国
防

協
会
理
事
も
さ
れ
て
い
た
。
戦
艦
大
和
の
出

撃
は
「
特
攻
」
で
は
な
い
か
、と
主
唱
さ
れ
、

協
会
も
検
討
の
結
果
、
準
特
攻
と
し
て
戦
没

者
の
名
簿
を
『
特
別
攻
撃
隊
全
史
』
に
収
録

し
た
。
恒
例
の
、
毎
年
秋
分
の
日
の
特
攻
平

和
観
音
年
次
法
要
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、

野
口
さ
ん
に
よ
る
「
梵
鐘
点
打
三
回
」
で
開

始
さ
れ
た
。
心
に
響
く
、
野
口
さ
ん
の
梵
鐘

点
打
で
あ
っ
た
。

【
浅
井
達
三
さ
ん
】
海
軍
報
道
班
員
と
し
て

ラ
バ
ウ
ル
基
地
で
、
山
本
五
十
六
聯
合
艦
隊

司
令
長
官
の
、
純
白
の
第
二
種
軍
装
姿
の
最

後
の
勇
姿
を
撮
影
さ
れ
た
。
極
秘
と
さ
れ
た

た
め
、
長
官
機
へ
の
同
乗
が
許
さ
れ
ず
、
長

官
戦
死
の
報
を
聞
く
や
、
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
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胸
に
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
、
乗
り
継
ぎ
し
て

内
地
に
帰
還
し
、
長
官
戦
死
の
報
と
共
に
、

ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
、
あ
の
時
元
気
に
答
礼
さ

れ
た
山
本
長
官
の
勇
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
。

僅
か
１
分
足
ら
ず
の
１
シ
ー
ン
で
あ
る
が
、

浅
井
さ
ん
の
努
力
の
お
陰
で
あ
っ
た
。
浅
井

さ
ん
は
戦
後
も
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
極
東
軍
事
裁
判
の
際
に
は
、
１
日

も
欠
か
さ
ず
裁
判
の
報
道
写
真
を
撮
り
続
け

た
と
聞
い
て
い
る
。
法
要
の
直
会
で
も
、
特

攻
基
地
の
通
信
室
に
入
る
と
、
特
攻
隊
員
が

打
っ
て
く
る
「
我
、
突
入
ス
」
と
の
、
最
後

の
「
ツ
ー
ト
ン
」
と
い
う
電
信
音
が
耳
に
焼

き
付
い
て
離
れ
な
い
、
と
話
し
て
お
ら
れ
、

「
命
あ
る
限
り
、
祈
り
に
来
ま
す
」
と
仰
っ

て
お
ら
れ
た
。
浅
井
さ
ん
の
葬
儀
の
際
は
、

最
上
理
事
長
の
都
合
が
付
か
ず
、
私
が
弔
辞

を
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
、
徹
夜
で
、
浅
井
さ

ん
、
浅
井
さ
ん
と
呼
び
続
け
な
が
ら
弔
辞
を

書
き
上
げ
、
感
慨
を
込
め
て
御
霊
前
に
弔
辞

を
捧
げ
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
ご
苦
労
の
多

か
っ
た
お
体
に
、
若
々
し
い
血
潮
が
甦
る
感

じ
が
し
た
。
浅
井
さ
ん
の
御
尊
父
は
、
講
談

師
の
大
島
八
鶴
師
匠
で
あ
る
、
と
太
田
山
主

か
ら
後
に
伺
っ
た
。

【
原　

勝
洋
さ
ん
】
私
に
下
さ
っ
た
『
真
相

カ
ミ
カ
ゼ
特
攻
隊
』
は
、
原
さ
ん
が
、
ア
メ

リ
カ
・
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク

に
あ
る
「
国
立
公
文
書
館
Ⅱ
の
２
８
６
０
箱

中
１
２
６
箱
か
ら
選
ん
だ
写
真
集
で
あ
っ

て
、
原
さ
ん
は
、
写
真
の
一
枚
一
枚
に
「
特

攻
勇
士
達
」
の
、
物
言
わ
ぬ
人
々
の
魂
を
読

み
取
り
、
日
時
ご
と
の
特
攻
攻
撃
と
出
撃
者

の
名
簿
が
要
領
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
貴
重
な

一
冊
で
あ
る
。「K

A
M

IK
A

ZE Special 
A

ttack 

必
死
必
中
の
３
０
０
日
」
と
帯
封

に
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、『
真
相　

戦
艦
大

和
の
最
期
─
写
真
と
新
資
料
で
解
明
─
』も
、

素
晴
ら
し
い
戦
記
で
あ
る
が
、
原
さ
ん
は
、

活
字
よ
り
写
真
が
真
相
を
語
る
、
と
解
説
さ

れ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
協
力
者
に
「
サ
ヨ

ナ
ラ
」
も
言
え
ず
に
会
え
な
く
な
っ
た
こ
こ

数
年
が
私
な
り
に
悔
し
い
限
り
で
あ
る
。「
本

当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
申
し
上

げ
た
い
。

【
武
田
輝
和
さ
ん
】
月
例
法
要
の
18
日
に
は

台
東
区
か
ら
欠
か
さ
ず
参
詣
さ
れ
、
直
会
で

は
、
現
社
会
に
「
教
育
勅
語
」
が
必
須
で
あ

る
と
の
お
話
を
承
っ
た
が
、
立
派
に
印
刷
さ

れ
た
、
明
治
23
年
10
月
23
日
御
下
賜
の
「
教

育
勅
語
」
を
、
初
め
て
特
攻
観
音
に
参
詣
し

て
来
た
人
達
に
手
渡
し
て
お
ら
れ
た
。
私
も

頂
き
、
世
田
谷
区
の
教
育
委
員
５
名
の
分
も

頂
い
て
送
付
し
た
が
、
誰
一
人
と
し
て
受
け

取
っ
た
と
の
返
事
が
な
く
、
こ
れ
が
、
武
田

さ
ん
の
嘆
か
れ
て
い
た
現
在
の
教
育
者
か
、

と
我
な
が
ら
武
田
さ
ん
に
申
し
訳
な
く
、
ま

た
、
こ
れ
が
現
在
の
教
育
の
実
態
か
、
と
今

で
も
そ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。
私
は
、

そ
の
「
教
育
勅
語
」
を
玄
関
に
飾
り
、
毎
日

「
拳
々
服
膺
」
し
て
い
る
積
も
り
で
あ
る
。

武
田
さ
ん
は
、
特
攻
観
音
堂
の
厨
子
横
の
金

箔
の
蓮
華
も
、
自
費
で
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

太
田
山
主
さ
ん
に
も
、
い
ず
れ
必
要
に
な
る

だ
ろ
う
と
、
手
製
の
杖
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

て
い
る
。

【
中
野
富
雄
さ
ん
】
自
衛
隊
退
官
後
、「
自
主

憲
法
調
査
研
究
員
」
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
陳
述
さ

れ
、
憲
法
改
正
、
特
に
９
条
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
私
見
の
み
な
ら
ず
、
各
種
会
合
に
お

け
る
意
見
や
世
論
も
開
陳
し
て
下
さ
り
、
特

攻
精
神
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
時
間
を
割
い

て
述
べ
ら
れ
、
私
も
、
そ
の
温
厚
な
お
人
柄

を
慕
っ
て
い
た
だ
け
に
、
深
く
感
銘
を
受
け

て
い
た
が
、
何
時
の
頃
か
ら
か
お
目
に
掛
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
分
厚
い
封
書
も

頂
き
、
大
切
に
保
存
し
て
い
る
。

【
Ｍ
・
Ｇ
・
シ
ェ
フ
タ
ル
さ
ん
】
ア
メ
リ
カ

人
で
、
現
在
、
国
立
静
岡
大
学
情
報
学
部
教

授
を
し
て
お
ら
れ
、
こ
こ
10
年
位
、
例
会
・

直
会
に
も
顔
を
出
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
18

日
が
日
曜
日
だ
と
、
静
岡
か
ら
出
て
こ
ら
れ

て
、
巨
躯
を
折
り
曲
げ
て
、
多
く
の
方
々
と

語
り
合
っ
て
お
ら
れ
た
。
一
度
お
会
い
し
た

ら
永
久
に
忘
れ
ら
れ
な
い
方
で
、
多
く
話
し

合
っ
た
。
彼
の
平
成
13
年
９
月
11
日
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
直

後
、「
特
攻
」
に
つ
い
て
本
を
書
き
た
い
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
知
覧
や
鹿
屋
を
見
ず
し

て
本
は
書
け
な
い
」
と
忠
告
し
た
と
こ
ろ
、

「
案
内
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
鹿
児
島
空

港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
、
知
覧
特
攻
平
和
会

館
、
特
攻
平
和
観
音
堂
、
旧
知
覧
基
地
内
の

三
角
兵
舎
や
弾
痕
生
々
し
い
木
造
の
塔
な

ど
、
旧
知
覧
町
役
場
の
課
長
さ
ん
に
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
当
日
は
、
鳥
濱
ト
メ
さ
ん
の

旧
家
・
旅
館
に
一
泊
し
、
翌
日
は
旧
鹿
児
島

航
空
隊
跡
の
「
貴
様
と
俺
の
碑
」
で
私
の
兄

の
戦
死
者
名
簿
を
見
届
け
、
桜
島
を
横
切
っ

て
鹿
屋
基
地
を
訪
れ
、
同
記
念
館
で
零
戦
に

会
い
、説
明
を
受
け
た
り
し
て
２
日
間
、シ
ェ

フ
タ
ル
先
生
の
取
材
を
手
伝
っ
た
。
念
願
の

出
版
は
、『
散
華　

BLO
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〜
』
と
題
す
る
４
８
０

頁
の
分
厚
い
本
で
、
米
国
で
も
す
ぐ
に
完
売

と
な
り
、
靖
國
神
社
の
「
靖
國
偕
行
文
庫
」

に
１
冊
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。余
談
に
な
る
が
、

靖
國
神
社
参
拝
後
、
帰
途
九
段
下
の
交
差
点

で
、
天
皇
陛
下
の
御
料
車
が
停
車
し
、
シ
ェ

フ
タ
ル
先
生
が
慌
て
て
カ
メ
ラ
を
取
り
出

し
、
車
中
の
陛
下
を
パ
チ
パ
チ
と
撮
り
出
し

た
。
偉
丈
夫
な
外
国
人
が
２
〜
３
ｍ
の
近
距

離
か
ら
、
手
を
振
っ
て
笑
顔
で
お
答
え
に
な

る
天
皇
陛
下
を
カ
メ
ラ
に
納
め
た
の
は
、

シ
ェ
フ
タ
ル
先
生
以
外
に
は
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
そ
の
唯
一
の
幸
運
な
ア
メ

リ
カ
人
と
し
て
喜
び
一
杯
の
様
子
で
あ
っ

た
。
シ
ェ
フ
タ
ル
先
生
は
、
こ
の
本
に
「
こ
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の
一
冊
で
日
米
の
友
情
は
よ
り
深
く
、
世
界

平
和
は
よ
り
近
く
な
る
よ
う
に
」
と
サ
イ
ン

し
て
下
さ
っ
た
。
貴
重
な
１
冊
は
、
今
は
亡

き
兄
の
写
真
と
共
に
机
上
に
置
か
れ
て
い

る
。以

上
は
、
特
攻
観
音
堂
や
直
会
で
、
私
が

お
会
い
し
、
尊
敬
し
て
止
ま
な
い
方
々
を
偲

ん
で
書
き
留
め
た
が
、
こ
の
う
ち
御
健
在
な

の
は
、
山
主
太
田
賢
照
師
と
シ
ェ
フ
タ
ル
先

生
の
お
二
方
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
私
の

兄
廣
嶋
忠
夫
一
飛
曹
が
、
二
十
歳
の
青
春
を

大
東
亜
戦
争
終
戦
の
６
日
前
の
昭
和
20
年
８

月
９
日
午
後
６
時
15
分
頃
、
金
華
山
沖
で
愛

機
彗
星
と
共
に
「
悠
久
の
大
義
に
尽
く
す
」

と
散
り
去
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
と
私

な
り
の
「
一
期
一
会
」
を
書
き
留
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
、
心
か
ら
感
謝
し
な
が
ら
筆
を

擱
く
こ
と
に
し
た
い
。

昨
年
の
12
月
26
日
、
安
倍
首
相
が
靖
國
神

社
に
参
拝
さ
れ
た
。
参
拝
後
、「
日
本
の
た

め
に
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
英
霊
に
対

し
、
尊
崇
の
念
を
表
し
、
御
霊
安
ら
か
な
れ

と
手
を
合
わ
せ
た
」。
そ
し
て
「
二
度
と
戦

争
の
惨
禍
で
人
々
が
苦
し
む
こ
と
の
な
い
時

代
を
つ
く
る
」
と
の
談
話
を
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
総
じ
て

批
判
的
な
論
調
で
、
首
相
の
靖
國
神
社
参
拝

を
報
じ
た
。
翌
日
の
新
聞
各
社
の
社
説
を
見

る
と
、毎
日
新
聞
は「
外
交
孤
立
を
招
く
誤
っ

た
道
、
侵
略
を
否
定
す
る
の
か
」、
北
海
道

新
聞
は
「
国
益
を
損
な
う
愚
か
な
選
択
」、

朝
日
新
聞
は
「
政
教
分
離
は
？
平
和
主
義

は
？
」
と
安
倍
首
相
の
靖
國
神
社
参
拝
を

真
っ
向
か
ら
批
判
し
た
。
一
方
、
産
経
新
聞

は
「
国
民
と
の
約
束
を
果
た
し
た
、
平
和
維

持
に
必
要
な
行
為
だ
、
慰
霊
は
指
導
者
の
責

務
」、
読
売
新
聞
は
「
一
国
の
首
相
が
戦
没

者
を
ど
う
追
悼
す
る
か
に
つ
い
て
、
本
来
他

国
か
ら
と
や
か
く
言
わ
れ
る
筋
合
い
も
な

い
」
と
安
倍
首
相
の
靖
國
神
社
参
拝
に
肯
定

的
な
論
調
で
あ
っ
た
。

安
倍
首
相
の
靖
國
神
社
参
拝
に
反
対
す
る

マ
ス
コ
ミ
各
社
の
論
拠
は
、
①
靖
國
神
社
に

は
Ａ
級
戦
犯
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
、
②
政
治

家
の
参
拝
は
政
教
分
離
の
原
則
に
反
す
る
、

③
他
国
が
反
対
す
る
中
で
の
参
拝
は
国
益
に

反
す
る
、
の
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。

①
の
Ａ
級
戦
犯
に
つ
い
て
は
、
先
の
大
戦

の
戦
争
責
任
が
、
Ａ
級
戦
犯
だ
け
に
あ
る
の

か
ど
う
か
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
当
時
、
現

役
の
大
学
生
で
、
海
軍
の
予
備
学
生
に
な
っ

た
方
々
は
「
い
く
ら
軍
の
上
層
部
が
戦
争
を

す
る
と
言
っ
て
も
、
国
民
の
協
力
が
な
け
れ

ば
戦
争
な
ん
か
で
き
な
か
っ
た
。
軍
の
意
向

を
汲
み
、
世
論
を
開
戦
へ
と
誘
導
し
て
い
っ

た
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
は
大
き
い
」
と
口
を
揃

え
て
仰
っ
て
い
る
。当
時
の
新
聞
を
見
て
も
、

新
聞
各
社
が
軍
の
広
報
的
な
役
割
を
果
た

し
、戦
争
に
加
担
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
、

多
く
の
有
為
な
若
者
を
戦
場
に
駆
り
立
て
、

死
地
へ
と
追
い
や
っ
た
。
現
在
の
新
聞
各
社

は
、
そ
の
自
己
の
責
任
を
忘
れ
、
全
て
が
Ａ

級
戦
犯
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
な
立
場
を

取
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
の
政
教
分
離
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
政

治
家
の
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
や
、
宗
教
団
体

に
支
え
ら
れ
た
政
党
の
こ
と
を
厳
し
く
追
求

す
る
訳
で
も
な
い
の
で
、
靖
國
神
社
参
拝
の

時
だ
け
、
便
宜
的
に
利
用
し
て
い
る
論
理
に

す
ぎ
な
い
と
思
う
。

③
の
他
国
、
特
に
中
韓
が
反
対
す
る
中
で

の
参
拝
は
国
益
に
反
す
る
と
の
論
理
で
あ
る

が
、
昭
和
53
年
に
Ａ
級
戦
犯
が
合
祀
さ
れ
、

そ
の
後
当
時
の
首
相
が
何
度
も
靖
國
神
社
に

参
拝
し
て
も
、
中
韓
か
ら
は
何
の
抗
議
も
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
韓
が
騒
ぎ
出

し
た
の
は
、
昭
和
60
年
の
中
曽
根
首
相
の
公

式
参
拝
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
、
明
ら
か
に

中
韓
の
国
内
事
情
に
よ
り
政
治
利
用
を
始
め

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
国
益
に
反
す
る

か
ら
参
拝
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
論
理

は
、
大
戦
当
時
の
、
国
の
為
に
は
私
を
捨
て

ろ
と
い
う
論
理
と
根
本
は
同
じ
で
、
と
て
も

賛
同
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、「
誰
に
も
気
兼
ね
な
く
参
拝
で
き

る
国
立
の
追
悼
施
設
を
造
ろ
う
」
と
い
う
意

見
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
例
え
、
そ
の
よ

う
な
施
設
が
出
来
て
も
、
遺
族
が
そ
こ
へ
足

を
運
ぶ
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
戦
死
し
た

方
々
は
、「
靖
國
神
社
で
会
お
う
」を
合
言
葉

に
、戦
場
に
散
っ
て
逝
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

靖
國
神
社
へ
参
拝
に
行
く
と
、
も
う
90
歳

を
超
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

方
が
、
九
段
の
坂
を
一
歩
一
歩
踏
み
締
め
な

が
ら
社
前
へ
向
か
う
、
そ
ん
な
姿
を
よ
く
見

掛
け
る
。
途
中
で
何
度
も
足
を
止
め
、
腰
を

伸
ば
し
て
汗
を
拭
き
、
ま
た
思
い
直
し
た
よ

う
に
し
て
社
前
へ
向
か
っ
て
歩
を
進
め
る
。

そ
こ
に
は
、
先
の
大
戦
で
国
の
為
に
命
を
捧

げ
た
父
親
や
兄
弟
の
御
霊
が
祀
ら
れ
て
い
る

と
信
じ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
も
う
こ
れ
が
最
後
の
参
拝
と
い
う
祖
母
の

　
　

手
を
ひ
き
て
の
ぼ
る
九
段
の
坂
を
」

こ
れ
は
、
学
徒
出
陣
で
海
軍
に
入
隊
し
、

神
風
特
別
攻
撃
隊
第
三
昭
和
隊
隊
員
と
し

て
、
昭
和
20
年
４
月
16
日
、
沖
縄
方
面
で
特

攻
戦
死
さ
れ
た
中
村
栄
三
少
尉
の
姪
御
さ
ん

が
、
中
学
生
の
時
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

肉
親
の
御
霊
を
弔
う
為
に
、
全
国
各
地
か

ら
靖
國
神
社
に
参
拝
に
訪
れ
る
遺
族
の
姿

が
、い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と

は
な
い
。政
治
的
な
思
惑
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、静
か
に
参
拝
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

安
倍
首
相
の
靖
國
神
社
参
拝

に
思
う

会
員　

茂
木　
　

尚
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沖縄戦終結60周年を記念してアメリカで開催されたシンポジウム

　2005年（平成17年）９月17日～ 18日、アメリカ合衆国テキサス州フレドリックスバーグ市において、「太

平洋戦争『沖縄』シンポジウム」が開催された。ニミッツ提督財団、フレドリックスバーグ独立学校管区・

セントエドワーズ大学、テキサス歴史委員会、テキサス工科大学、合衆国海軍協会、テキサス・ヒルカ

ントリー共同協会、テキサス公園・野生動物部の共催によるもので、終戦60周年を記念して行われた。

　このシンポジウムに、日本側の代表として当顕彰会の前評議員皆本義博氏（陸士57期、陸上自衛隊幹

部学校教官、陸将補）が招かれてこれに参加され、地元サンアントニオ・エクスプレス・ニュース社の

新聞「メトロ」の2005年９月17日付け土曜版に「オキナワ、60年後、かつての敵同士が会う」、また「第

２次世界大戦の敵同士が今、友人として会う」との見出しで大きく報道され、感動的な場面を現出した。

　また、同シンポジゥムにおいて、皆本氏はそのテーマである戦略情勢と日本軍、米軍の初期作戦、戦

艦大和とカミカゼ、ロジスティックス、首里ラインの突破、沖縄戦が後世に残したもの等について、自

らの体験に基づき実に素晴らしい見解を発表されたとして、主催者側から称賛された。

　以下に、別紙として、シンポジウムのプログラム、新聞報道記事、関連する資料等を訳文を添えて掲

載する。なお、訳文は当会会員倉形　寛・桃代御夫妻の労作である。

◇　　　　　　　◇　　　　　　　◇

（別紙１　訳文）

ニミッツ提督州歴史館・太平洋戦争国立博物館

フレドリックスバーグ・テキサス州

シンポジウム開催

2005．９．17 ～９．18

オ　キ　ナ　ワ

主　催

ニミッツ提督財団，　フレドリックスバーグ独立学校管区

セントエドワーズ大学，テキサス歴史委員会

テキサス工科大学，合衆国海軍協会

テキサス・ヒルカントリー共同協会，テキサス公園・野生動物部
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オキナワ
第１日　2005．９．17

９：00a.m.�to�５：00p.m.

旗衛：　　　　海軍幼年予備士官養成隊，フレドリックスバーグ高校

国歌：　　　　シェリル　カデルリ

宣誓：　　　　海軍幼年予備士官養成隊候補生，フレドリックスバーグ高校

挨拶：　　　　C．D．グロージーン，米海軍退役少将

冒頭：　　　　F．ローレンス・オークス，テキサス歴史委員会会長

司会：　　　　ポール・スティルウェル

セッション１：戦略情勢と日本軍─エドワード・ドレア博士

　　　　　　　退役軍人講師：皆本義博将補，アボット・スパークス

（休憩）

セッション２：米軍と作戦初期─ジョセフ・アレクサンダー

　　　　　　　退役軍人講師：メルビン・グラント，ウィリアム・コッタス，

　　　　　　　ハワード・ラケイ，ベン・マクドナルド，アボット・スパークス

（昼食）

セッション３：大和と神風─ジェームス・ホーンフィッシャー

　　　　　　　退役軍人講師：ドーグ・エイケン，レス・キャフェイ，

　　　　　　　フランシス・フェリー，アル・ラーマン，皆本義博将補

（休憩）

セッション４：兵站と支援─リチャード・フランク

　　　　　　　退役軍人講師：ルイス・レイシー，アル・ラーマン，アレン・オリバー，

　　　　　　　アボット・スパークス

◇

オキナワ
第２日　2005．９．18

９：00a.m.�to�３：00p.m.

開会挨拶：　　　ヘレン・マクドナルド

スポンサー挨拶：テキサス・ヒル・カントリー共同協会

主眼の辞：　　　ドン・ゴールド・スタイン博士
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セッション５：首里ライン突破─ジョン・ウコヴィッツ

　　　　　　　退役軍人講師：ドン・デンカー，メルビン・グラント，

　　　　　　　チャールス・キルバトリック，ウィリアム・コッタス，ハワード・ラケイ

（休憩）

セッション６：沖縄戦の終了とその後への関わり合い─リチャード・フランク

　　　　　　　退役軍人講師：ドン・デンカー，デヴィッド・エリス，ボブ・グリーン，

　　　　　　　ウォーレン・ツネイシ，皆本義博将補

（昼食）

セッション７：戦闘の影響─歴史家

　　　　　　　ジョウ・アレクサンダー，エド・ドレア，リチャード・フランク，

　　　　　　　ドン・ゴールドスタイン，ジェームズ・フォーンフィッシャー，

　　　　　　　ジョン・ウコヴィツ

閉会の辞：　　ジョー・カバノー館長

◇

アルヴィン・ラーマン

　�　アルヴィン・ラーマンは、1942年９月に米海軍に入隊した。1947年２月に海軍を去るまで、海軍パ

イロットとして、ワイルドキャット、コルセア、ベアキャットを操縦した。沖縄戦の間、護衛空母シャ

ムロック・ベイ（CVE-84）搭載のFM－２ワイルドキャットを操縦していた。彼の部隊の任務は、沖

縄の友軍地上部隊に対する航空支援であった。ラーマンは現在、インディアナ州インディアナポリス

に住んでいる。

ベン・マクドナルド

　�　ベン・マクドナルドは、1925年10月28日に、テキサス州オースチンに生まれた。1942年にオースチン・

ハイスクールを卒業し、テキサス大学に入学する。1945年１月に海軍科学、用兵学、経済学の学位を

修得して卒業した。彼は、1945年１月から終戦までの間、巡洋艦ウィチタ（CA－45）の砲術・通信士

官として勤務した。マクドナルド中尉は、1946年６月に予備役に編入されると、テキサス大学に戻り、

1949年に法律学の学位を修得した。その後、弁護士やテキサス州法務長官の特別顧問として勤務し、

また、ベリー・コンタクティング社の顧問弁護士としても活躍した。彼はまた、テキサス大学、サウ

スウェストテキサス州立大学、デル・マー大学、そしてコーパス・クリスティにあるテキサスA＆M

社において経済学と法律学の教鞭を執った。彼は、1961年から1963年までコーパス・クリスティ市長

を務め、現在も多くの民間団体に勤務している。彼は、石油ガスに関する法律からカミカゼまで、様々

なテーマで25以上の論文と書籍を出版した。ベンと夫人には、４人の子供、７人の孫、１人の曾孫が

あり、現在、コーパス・クリスティに在住している。
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皆本義博将補

　皆本将補は、1922年５月25日に、九州の熊本で生まれた。1941年４月に陸軍士官学校に入校し、1944

年４月に卒業した。同年７月に少尉に任官し、９月に特別任務戦闘群の第３戦隊指揮官に任ぜられた。

彼の部隊の任務は、装備する小型ボートにより、夜間、敵艦船や上陸部隊を攻撃することであった。戦後、

1946年に本土に戻り、1951年に１尉として日本国自衛隊に入隊した。1969年に１佐となり、1975年には

将補に昇任した。1977年４月に皆本将補は退役するが、それまで幹部学校教授、兵站関連の術科学校副

校長、募集課の長を務めた。現在、退役自衛官の協会の長である。日本国内在住。

◇　　　　　　　◇　　　　　　　◇

（別紙２　訳文）

太平洋戦争国立博物館よりの書簡
（2005年10月４日付け、皆本義博将補あて）

親愛なる皆本将軍

この度は、この講義のテーマ：戦略情勢と日本軍、戦艦大和とカミカゼ、沖縄戦の終了とその後の影響

に関わる自らの体験に基づいた、実に素晴らしい発表に対し感謝いたします。「良くやった！」貴方の個

人的な話は、歴史家たちの概観と相まって実に意味深く、洞察力に富むものでありました。「ウエル・ダ

ン」、参加者からの評価は驚くものではありませんでした。貴方には、非常に高い賞賛の辞が寄せられ、

絶賛されていることは明らかです。我々は、このプログラムを常に前進させることに労を惜しまなかっ

た貴方に感謝いたします。

このシンポジウムに参加されるために、はるばる遠方から来られたご労苦に、太平洋戦争国立博物館及

びニミッツ提督財団に代わり、改めて深く感謝いたします。自ら進んで参加されたことに敬意を表します。

どうか今後とも手を繋いでいきましょう。

� 敬　白

C．D．グロージーン� � ジョー・カバノー

米国海軍，退役少将� � 博物館長

� � � � � 貴方がこのプログラムに参加されたこと

� � � � � をとても誇りに思います。

ヘレン・B・マグドナルド� � リチャード・クーン

プログラム部長� � � 教育調整官

◇　　　　　　　◇　　　　　　　◇
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（別紙３　訳文）

メトロ
サンアントニオ

エクスプレス・ニュース

2005．９．17（土）

オキナワ、60年後、かつての敵同士が会う
日本の特攻隊指揮官とアメリカ兵が、彼らの第２次世界大戦従軍のときを思い起こす

� シグ・クリステンセン担当（エクスプレス・ニュース軍事記者）

　フレドリックスバーグ発

　退役将補・皆本義博とウイリアム・コッタスは、退役軍人の中で、幸運にも風変わりな人たちである。

彼らは、かつて敵同士であり、第２次世界大戦中の一つの大きな戦闘における生存者でもある。皆本は、

沖縄で多くのアメリカ海軍将兵を殺戮する特攻兵の１群の指揮を執り、コックスは、その特攻兵たちを

追いつめる任に就いていたのである。

　彼らは生き残り、その後60年を生きた。そして、太平洋戦争に捧げられたフレドリックスバーグ博物

館において、去る金曜日に初めて友人として会った。彼らは引き合わされた。「お会いできて嬉しいです」

とコッタスが言う。「旧友」と皆本が応えた。この会見は、本日と日曜日に行われる、沖縄戦に関するシ

ンポジウムの序幕として、太平洋戦争平和の庭園の国立博物館において行われたが、たどたどしいもの

であった。しかし、彼らが以前出会った時よりもずっと快適なものであった。

　コッタス（86歳、ネブラスカ州・クリート）と第77歩兵師団の兵士たちは、1945年沖縄進攻数日前に、

皆本と日本軍の小型特攻艇の乗員たちを捜索した。コッタスとほかの兵士たちは、沖縄近くの島・慶良

間列島に集結した。

　皆本（現在83歳、東京近郊在住）は、30隻の特攻艇を指揮していた。この特攻艇は、全長18フィートで、

500ポンドの爆薬を積んでいた。コッタスは、島にある多くの洞穴の一つの中に隠されている特攻艇を待

ち伏せる分隊の一人であった。

第２次世界大戦の敵同士が今友人として会う
　皆本は語る。3,000隻以上の特攻艇が作られ、400隻くらいが戦闘に参加した。武装の無いベニヤ板製の

特攻艇に、彼らは拳銃と刀、幾らかの手榴弾を持ち込んだ。

　特攻艇の任務は、戦闘中にアメリカ軍の駆逐艦に体当たりをすることであり、300隻以上の特攻艇が、

この任務に参加した。

　皆本は、特別任務哨戒群の指揮官に志願したわけではなかったけれども、その時、若い中尉だったので、

当然その準備はできていた。

　「それはやらなければならない任務だった。」、「自分も人間だ。死ぬのは怖い。しかし、その恐怖を克

服しようと決意した」と皆本は言う。

　今は郵便集配人も辞めているコッタスは、1945年の３月26日に島へ行った。彼は、MIライフル（狙撃

仕様）とBARで武装していた。そのBARは、彼の仲間が前進する時、敵を釘付けにするためのものだった。
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彼の分隊の任務は、特攻艇が海へと出撃する前に沈めてしまうことであった。

　皆本と彼の部下は、洞穴の中で攻撃の訓練をし、準備は整っていた。しかし、戦闘の直前に東京から

無線連絡が来た。特攻艇を沈めよ、という命令であった。アメリカ海軍は、慶良間海峡を封鎖し、特攻

艇がその任務を遂行することを不可能にした。

　コッタスと皆本は、お互いに立ち向かったことは無かったが、間もなく島内で銃撃戦となった。僅か

30分間で皆本は、７人の部下を失い、島の山中に後退した。コッタスと彼の仲間は、特攻艇の乗員と交

戦した。その後、沖縄本島と伊江島で戦った。

　二人とも心身に傷を負って家に戻った。コッタスの悪夢は夜明け前に最悪だった。それは、太平洋で

の戦闘の多くが始まった時間帯であった。

　「彼は、出征した時の彼と同じ人ではなかった。」彼の妻ヘレンは語った。

　お互いに友人として並んで座った。しかし、皆本は、もし必要であれば、再び死ぬまで戦うであろう

ことを認めた。

　コッタスは違った考えを持って語る。「我々は暫くここにいる。何故殺し合うのか？」

　平和の庭園において、二人は軍人として人生について語り合った。皆本は、戦闘前のアメリカ側の偵

察能力を称賛した。

　「我々は、それぞれの側で多くの生命を救ったと思う」とコッタスは言う。

　二人が庭園を出る時、皆本は微笑んで言った。「私の親友」

◇

○写真説明： �日本の皆本義博（左）とネブラスカ州のウィリアム・コッタスは、フレドリックスバーグ

で初めて会った。二人は沖縄で戦った。

◇

○太平洋戦域における重要日
1941年12月７日� �日本はパール・ハーパーの合衆国軍事基地を爆撃。翌日、合衆国、英国、カナダは、

日本に対し宣戦布告。

1942年４月９日� バターン半島で、アメリカ及びフィリピンの部隊が降伏。

　　　４月18日� ドゥリットルの爆撃機が東京を攻撃。

　５月４～８日� �サンゴ海海戦により、ポートモレスビーのオーストラリア軍基地に対する日本軍

の攻略計画を阻止。

　６月４～６日� ミッドウェイ海戦で日本を負かす。

　　　８月７日� アメリカ海兵隊、ガダルカナル島上陸。

1945年３月16日� アメリカ軍、硫黄島を攻略。

　　　６月21日� 連合軍、沖縄を攻略。

　８月６、９日� 広島、長崎に原子爆弾投下。

　　　８月14日� 日本、無条件降伏を受諾。
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だ
ろ

う
し
、
何
よ
り
以
前
の
私
は
、
戦
争
に
関
す

る
様
々
な
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ま
ま

生
き
て
き
た
。
そ
ん
な
私
に
戦
争
に
つ
い
て

考
え
る
切
っ
掛
け
を
く
れ
た
の
は
、
12
月
と

３
月
に
公
演
さ
れ
た
「M

O
T
H
ER

～
特
攻

の
母
鳥
濱
ト
メ
物
語
～
」
と
い
う
舞
台
（
企

画
・
制
作
／
株
式
会
社
エ
ア
ス
タ
ジ
オ
・
監

督
／
藤
森
一
朗
）
へ
の
出
演
だ
っ
た
。
こ
の

物
語
は
、
知
覧
に
あ
る
鳥
濱
ト
メ
さ
ん
が
経

営
す
る
富
屋
食
堂
で
の
特
攻
隊
員
と
彼
ら
を

取
り
巻
く
人
々
と
の
実
話
を
も
と
に
描
か
れ

て
い
る
。
登
場
人
物
で
あ
る
光
山
少
尉
や
穴

澤
少
尉
、
大
平
少
尉
、
荒
木
少
尉
、
川
崎
少

尉
を
始
め
と
す
る
実
在
し
た
方
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
展
開
さ
れ
る
。

こ
の
舞
台
で
私
は
、
特
攻
隊
員
の
最
後
の

お
世
話
を
し
、
見
送
っ
た
な
で
し
こ
隊
の
女

学
生
の
役
を
頂
い
た
。
こ
の
作
品
に
関
わ
る

に
当
た
り
、
自
分
は
無
知
過
ぎ
る
と
感
じ
、

様
々
な
資
料
に
当
た
っ
た
。
元
々
特
攻
隊
に

関
し
て
は
、
テ
レ
ビ
で
特
集
さ
れ
て
い
た
の

を
観
た
こ
と
が
あ
り
、
胸
を
打
た
れ
た
記
憶

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
前
の
私
の
特
攻
隊

へ
の
記
憶
に
「
自
分
と
同
じ
年
代
の
男
の
子

達
が
片
道
分
の
燃
料
を
積
ん
で
お
国
の
た
め

に
突
入
す
る
悲
し
い
作
戦
」
と
い
う
程
度
の

も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
訪
れ
た
靖
國
神
社
や

遊
就
館
、
知
覧
、
そ
し
て
様
々
な
文
献
を
当

た
る
中
で
、
自
分
が
い
か
に
「
戦
争
」
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
の

か
を
思
い
知
っ
た
。
い
や
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
、
知
ろ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う

表
現
の
方
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
私

自
身
小
さ
い
頃
か
ら
歴
史
が
好
き
で
関
心
が

深
か
っ
た
が
、
何
度
か
近
代
の
「
戦
争
」
に

つ
い
て
は
、
暗
く
忌
ま
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
知
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
授
業
で
は
戦
争
の
上
辺
の
部
分
し
か
教

え
ら
れ
ず
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先
行
し
て
い

き
、
そ
こ
に
あ
る
「
人
々
の
想
い
」
を
知
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
自
分
で

当
た
っ
た
資
料
、
舞
台
を
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
、
人
か
ら
伺
っ
た
お
話
な
ど
で
一
番
感
じ

た
の
は
、「
人
々
の
想
い
」だ
っ
た
。
た
だ「
お

国
の
た
め
」だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
誤
り
で
、

そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
愛
す
る
家
族
や
愛
す

る
人
、
自
分
が
生
ま
れ
、
沢
山
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
故
郷
の
存
在
が
あ
る
こ
と
。
そ
れ
ら

を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
征
か
な
け
れ
ば

と
思
う
ほ
ど
に
戦
況
が
逼
迫
し
て
い
た
こ

と
。
笑
顔
で
出
撃
し
た
、
そ
の
「
笑
顔
」
の

裏
に
は
、
自
分
の
夢
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
り
、
愛
す
る
人
々
と
の
別
れ
や

様
々
な
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
今

私
達
が
生
き
て
い
る
「
日
本
の
未
来
」
が
あ

る
こ
と
を
願
い
、
託
し
て
く
れ
た
こ
と
。
そ

れ
ら
を
知
っ
た
時
、
自
分
達
は
「
戦
争
」
と

無
関
係
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
。
ど
こ
か
で
「
戦
争
」
は
昔
の
こ
と
で
自

分
と
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
今
を
生
き
る
多
く
の
若
者
に
共
通

す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
も
思
う
。

そ
れ
が
ど
れ
だ
け
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ

る
か
。
何
故
な
ら
、
今
の
私
達
は
彼
ら
が
託

し
て
く
だ
さ
っ
た
「
未
来
」
を
生
き
て
お
り
、

そ
の
「
未
来
」
を
託
し
て
戦
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
想
い
と
、
沢
山
の
犠
牲
の
上
に
生

き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を

知
り
、
現
代
の
私
達
を
振
り
返
る
と
、
散
っ

て
逝
か
れ
た
特
攻
隊
員
の
方
々
に
胸
を
張
れ

る
よ
う
な
生
き
方
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
き
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
に
な

る
。
現
代
の
若
者
の
中
に
、「
自
分
の
国
が

好
き
だ
」
と
い
う
人
々
は
少
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。
少
な
く
と
も
私
の
周
り
は
そ
う
だ
。

自
分
の
国
よ
り
も
海
外
ば
か
り
に
目
が
行
き

が
ち
で
、
そ
ち
ら
へ
の
憧
れ
が
強
い
人
が
多

い
。
自
分
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

自
分
の
国
が
好
き
と
い
う
思
い
が
湧
か
な
い

理
由
の
一
つ
に
は
、
や
は
り
「
知
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。私
は
今
、

沢
山
の
想
い
を
抱
え
、
そ
し
て
そ
れ
を
託
し

て
身
を
挺
し
て
戦
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が

い
た
日
本
が
好
き
だ
。
日
本
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
と
心
か
ら
思
う
。
偉
そ
う
な
こ
と
は

言
え
な
い
け
れ
ど
、
右
と
か
左
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
生
ま
れ
た
国

の
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
想

い
を
知
り
、
そ
し
て
自
分
の
生
ま
れ
た
国
を

愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
大
切
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
を
生
き
る
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
、
特

攻
隊
に
限
ら
ず
、
沢
山
の
人
達
が
命
を
懸
け

て
守
ろ
う
と
し
た
こ
の
国
の「
平
和
」を
、「
未

来
」
を
、「
今
」
を
繋
い
で
い
く
こ
と
だ
と

感
じ
る
。
69
年
前
彼
ら
が
願
っ
た
「
平
和
」

が
今
の
日
本
に
は
あ
る
。
し
か
し
、そ
の「
平

和
」
を
有
り
難
く
思
え
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
戦
争
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。
そ
う
し
な
い
た
め
に
も
、
私
達
は
考
え

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
過
去
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
学
び
、
自
分

の
考
え
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

託
さ
れ
た
未
来
を
繋
い
で
い
く

こ
と

高
取　

千
鶴



託された未来を繋いでいくこと（�33�） （100号）

「M
0T
H
ER

」
の
稽
古
中
に
、
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特

攻
隊
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
中
で
、
気

持
ち
の
面
で
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば

と
ご
心
配
を
頂
き
、
自
衛
隊
の
倉
形
寛
教
官

が
稽
古
場
に
、
あ
る
機
体
の
破
片
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
は
陸
軍
の
二
式
複

座
戦
闘
機
「
屠
龍
」
の
破
片
だ
っ
た
。
こ
の

屠
龍
の
破
片
の
他
の
一
部
は
、
靖
國
神
社
の

遊
就
館
に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
屠
龍

は
本
土
空
襲
に
来
た
Ｂ

－

29
に
機
体
ご
と
体

当
た
り
し
て
撃
墜
し
た
が
、
そ
の
際
乗
っ
て

い
た
２
名
の
搭
乗
員
も
命
を
落
と
し
た
。
前

席
に
乗
っ
て
い
た
の
が
小
林
雄
一
軍
曹
（
当

時
20
歳
）、
後
席
に
乗
っ
て
い
た
の
が
鯉
渕

夏
夫
兵
長
（
当
時
19
歳
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら

の
乗
っ
て
い
た
屠
龍
は
高
度
７
０
０
０
メ
ー

ト
ル
か
ら
佐
倉
方
面
の
田
ん
ぼ
に
墜
落
し
、

遺
体
と
機
体
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
51
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
伺
っ

た
。
私
達
が
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
前

席
の
操
縦
捍
の
す
ぐ
横
に
あ
っ
た
翼
の
付
け

根
に
近
い
部
分
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
体
当
た

り
す
る
そ
の
瞬
間
ま
で
、
小
林
軍
曹
の
す
ぐ

側
に
あ
っ
た
も
の
だ
。
そ
の
破
片
を
タ
オ
ル

の
上
に
置
き
、
一
人
一
人
持
た
せ
て
い
た
だ

い
た
。
破
片
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と

軽
か
っ
た
が
、
ず
し
ん
と
心
に
重
く
伝
わ
る

も
の
が
あ
り
、
涙
が
溢
れ
て
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
小
林
軍
曹
の
頭
蓋
骨
は
未
だ
見
付
か
ら

な
い
と
い
う
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
想
い
で

Ｂ

－

29
に
体
当
た
り
し
た
の
か
と
思
う
と
胸

が
詰
ま
る
。
あ
の
時
タ
オ
ル
の
上
か
ら
感
じ

た
感
触
と
、
心
に
感
じ
た
重
み
は
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
決
し
て
忘
れ
た

く
な
い
と
思
う
。

こ
の
時
初
め
て
「
特
攻
隊
」
と
し
て
編
成

さ
れ
た
方
々
だ
け
が
特
攻
を
し
た
訳
で
は
な

く
、
特
攻
隊
で
な
く
て
も
、
状
況
に
応
じ
て

体
当
た
り
を
し
て
、
日
本
を
守
ろ
う
と
し
た

方
々
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
機

に
、
そ
れ
ま
で
戦
闘
機
の
特
攻
ば
か
り
調
べ

て
い
た
が
、
特
攻
は
戦
闘
機
だ
け
で
は
な
い

こ
と
も
知
っ
た
。
桜
花
、
回
天
、
震
洋
、
㋹
、

伏
龍
等
様
々
な
方
法
で
、
様
々
な
特
攻
が
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
方
法
で
多

く
の
方
々
が
散
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
驚
き

を
隠
せ
な
い
一
方
、
悲
し
み
の
気
持
ち
と
感

謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
た
。

遊
就
館
に
行
く
と
、
必
ず
遺
書
を
読
む
の

だ
が
、
何
故
か
そ
の
時
々
で
胸
に
迫
る
遺
書

が
変
わ
る
。
先
日
、
遊
就
館
を
訪
れ
た
時
に

読
ん
だ
、回
天
特
攻
隊
の
水
知
創
一
少
尉（
戦

死
後
大
尉
・
轟
隊
伊
１
６
５
潜
・
海
軍
14
期

飛
行
予
備
学
生
・
早
大
・
兵
庫
県
出
身
・
大

正
12
年
生
）
の
遺
書
が
何
故
か
今
に
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
「（
前
略
）
私
の
母
上
へ
の
御
願
い
は
、
朗

ら
か
に
呑
気
に
暮
ら
し
て
戴
き
た
い
こ
と

で
す
。
話
は
別
で
す
が
、
御
弁
当
は
と
て

も
お
い
し
く
、
あ
れ
な
ら
も
っ
と
沢
山

作
っ
て
も
ら
え
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。」

こ
の
結
び
の
一
行
を
読
ん
だ
時
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
が
し
た
。
こ
の
一

行
に
、
私
は
何
故
か
あ
ど
け
な
い
一
面
を
感

じ
、
特
攻
隊
員
と
は
い
っ
て
も
少
年
で
あ
る

こ
と
、
明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
身
な
が
ら

家
族
を
想
う
姿
、
そ
し
て
も
う
お
母
さ
ん
の

ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
現
実
を
感

じ
、
そ
の
前
に
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。

今
で
も
こ
の
遺
書
の
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し

て
し
ま
う
程
、
胸
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
。

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
だ
が
、
ど
の
隊
員
さ
ん

の
遺
書
を
読
ん
で
も
、
こ
ん
な
に
最
後
ま
で

誰
か
の
こ
と
ば
か
り
気
に
掛
け
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
と
思
う
く
ら
い
に
、
み
ん
な
家
族
や
愛

す
る
人
達
の
こ
と
を
気
に
掛
け
て
い
る
。
自

分
が
そ
の
立
場
で
あ
っ
た
ら
、
そ
う
し
て
い

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
と
同
じ
年
齢
か
、

そ
れ
よ
り
少
し
若
い
彼
ら
の
大
人
び
た
文
面

に
、
た
ま
に
現
れ
る
少
年
ら
し
さ
を
垣
間
見

た
時
、
い
つ
も
胸
が
詰
ま
り
、
涙
が
溢
れ
る
。

そ
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
た
だ
「
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
伝
え
た
く
な
る
。
ま

た
、
彼
ら
の
犠
牲
の
上
に
生
き
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。

慰
霊
祭
で
、
知
覧
高
女
な
で
し
こ
会
か
ら

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
森
カ
ヨ
子
さ
ん
と
三
宅
む

つ
子
さ
ん
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
元
気
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
お
姿
を
拝
見
し
て
、
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
た
。
慰
霊
祭
で
は
実
際
に
特
攻
隊

員
だ
っ
た
方
々
、
お
仲
間
だ
っ
た
方
々
、
そ

し
て
、
な
で
し
こ
隊
の
よ
う
に
、
銃
後
を
守

り
つ
つ
支
え
た
方
々
な
ど
、
多
く
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
慰
霊
祭
に
参
列
さ
せ
て
頂

い
た
の
だ
か
ら
当
た
り
前
で
は
あ
る
が
、
映

画
や
舞
台
で
見
て
き
た
「
現
実
」
が
目
の
前

に
あ
り
、
皆
様
が
ど
う
い
う
お
気
持
ち
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
思
う
と
、
言
葉
に
詰

ま
っ
た
。
な
で
し
こ
隊
だ
っ
た
お
二
人
も
実

際
に
隊
員
さ
ん
の
お
世
話
を
さ
れ
、
見
送
っ

た
方
々
で
あ
る
。
舞
台
で
、
な
で
し
こ
隊
の

役
を
や
ら
せ
て
頂
く
中
で
、
ず
っ
と
「
二
度

と
合
え
な
い
方
々
の
お
世
話
を
し
て
、
笑
顔

で
見
送
る
。
そ
れ
も
十
六
、七
歳
と
い
う
、

ま
だ
子
供
ら
し
い
心
も
残
る
年
頃
な
の

に
・・・
」
と
考
え
る
と
、
ど
れ
だ
け
辛
か
っ

た
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
た
。
辛
い
な
ど
と
い

う
言
葉
で
表
現
し
て
は
い
け
な
い
の
で
は
と

思
う
程
に
。
そ
の
時
は
兵
隊
の
方
々
だ
け
で

な
く
、
誰
も
が
戦
っ
て
い
た
の
だ
と
改
め
て

感
じ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
戦
争
」
な
の

だ
と
い
う
こ
と
も
。

こ
の
舞
台
を
き
っ
か
け
に
、
調
べ
て
、
考

え
て
、
演
じ
さ
せ
て
頂
い
た
中
で
、
私
が
感

じ
た
辛
さ
、
悲
し
さ
は
、
当
時
の
方
々
に
は

と
て
も
及
ば
な
い
し
、
理
解
で
き
た
こ
と
も

恐
ら
く
、
ほ
ん
の
一
部
な
の
だ
と
思
う
。
し



台湾の特攻隊資料館／託された未来を繋いでいくこと� � （�34�）（100号）

か
し
、
芝
居
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
考
え
る
き
っ
か
け

を
頂
い
た
こ
と
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
私
は

ま
だ
、「
戦
争
」
の
こ
と
、「
特
攻
」
の
こ
と
、

そ
し
て
自
分
が
生
き
る
「
日
本
」
の
こ
と
を

知
り
始
め
た
ば
か
り
、
入
口
に
立
っ
た
ば
か

り
な
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か

ら
も
知
る
努
力
を
し
、
考
え
続
け
て
い
き
た

い
と
思
う
し
、
折
に
触
れ
て
靖
國
神
社
に
も

足
を
運
び
た
い
と
思
う
。
今
自
分
が
生
き
て

い
る
世
界
は
、
特
攻
隊
員
を
始
め
、
多
く
の

方
々
が
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
未
来
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
支
え
て
い
け
る
若
者
に
な
れ

台
湾
に
興
味
を
持
つ
方
が
増
え
、
台
湾
の

陸
海
軍
関
係
史
跡
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
中
、
現
地
の
特
別
攻
撃
隊
の
資
料
館
を
訪

れ
た
の
で
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
宜
蘭
〉
台
湾
北
東
部
に
位
置
し
、
台
北
か

ら
鉄
路
１
時
間
半
ほ
ど
の
町
、
宜
蘭
（
ぎ
ら

ん
）。
日
本
時
代
か
ら
農
業
に
力
を
入
れ
た

場
所
で
、
今
も
駅
周
辺
を
離
れ
る
と
、
水
田

地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
の
田
園
風
景

を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
こ
の
町
は
か
つ
て
菊

水
作
戦
に
お
い
て
、
多
く
の
特
攻
機
を
送
り

出
し
た
町
で
あ
る
。

宜
蘭
飛
行
場
の
跡
は
、
航
空
写
真
で
調
べ

て
い
た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
。
現
在
は
建

物
も
多
く
な
り
、
滑
走
路
を
始
め
、
そ
の
施

設
の
全
貌
を
実
地
に
確
認
す
る
の
は
、
年
々

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
特
に
掩

体
壕
は
周
辺
に
良
い
保
存
状
態
で
幾
つ
も
現

存
し
て
お
り
、
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

る
よ
う
、
し
っ
か
り
生
き
て
い
き
た
い
と
思

う
。

◇

高
取
千
鶴
（
た
か
と
り
ち
づ
る
）

役
者
／
な
で
し
こ
隊
・
前
田
笙
子
役

神
奈
川
県
出
身
、
22
歳
、
フ
リ
ー
で
活
動

中
。

知覧・三角兵舎（復原）

特攻の母鳥濱トメ物語の舞台知覧・富屋食堂（資料館）

そ
の
中
に
は
「
員
山
機
堡
」
と
い
う
名
称
で

保
存
さ
れ
、
特
攻
隊
に
つ
い
て
の
展
示
館
が

付
属
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

機
堡
と
は
掩
体
壕
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の

員
山
機
堡
は
、
南
飛
行
場
と
北
飛
行
場
の
中

間
に
あ
っ
た
掩
体
壕
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
宜

蘭
駅
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
で
30
分
程
度
、
知
名

度
は
高
く
な
い
の
で
、
事
前
に
地
図
等
を
用

意
し
て
お
く
と
よ
い
。
上
部
を
草
で
覆
わ
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
掩
体
壕
の
前
に
、
資

料
館
が
建
設
さ
れ
、
竹
製
の
飛
行
機
が
置
い

て
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
、
米
軍
の
大
規
模
空

襲
に
際
し
て
、
飛
行
機
の
ダ
ミ
ー
を
設
置
し

て
誤
爆
さ
せ
た
も
の
を
再
現
し
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
台
湾
東
部
で
は
今
で
も
大
東
亜
戦

争
中
の
防
空
壕
が
散
見
さ
れ
、
基
地
を
支
え

た
町
へ
の
空
襲
の
激
し
さ
も
偲
ば
れ
る
。
資

料
館
に
入
る
と
、
専
属
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
付

い
て
案
内
し
て
く
れ
た
。
日
本
の
台
湾
統
治

の
開
始
、
飛
行
場
建
設
、
大
東
亜
戦
争
に
つ

い
て
、
そ
し
て
特
別
攻
撃
隊
に
つ
い
て
の
説

明
が
淡
々
と
事
実
を
並
べ
る
形
で
説
明
さ
れ

て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
語
に
は
全
く

対
応
し
て
お
ら
ず
、
主
に
地
元
青
少
年
に
向

け
て
特
別
攻
撃
隊
に
つ
い
て
の
歴
史
を
語
り

継
ぐ
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
図
や
大
き
な
写
真
パ
ネ
ル
を

多
用
し
、
若
い
人
に
も
理
解
し
や
す
い
展
示

で
あ
る
。
昭
和
20
年
４
月
11
日
か
ら
の
特
別

攻
撃
隊
出
撃
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
出
撃
の

台
湾
の
特
攻
隊
資
料
館

会
員　

原　
　

知
崇
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日
付
け
、
部
隊
名
、
機
種
名
、
機
数
が
壁
面

に
日
を
追
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、
本
土
を
離

れ
た
こ
の
地
か
ら
、
３
５
０
海
里
離
れ
た
沖

縄
へ
続
々
と
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
若
き
陸
鷲

海
鷲
の
姿
を
思
い
、
圧
倒
さ
れ
る
。

な
お
、
宜
蘭
設
置
記
念
館
と
い
う
、
日
本

統
治
時
代
に
地
方
長
官
が
官
舎
と
し
て
い
た

建
物
が
、
現
在
は
当
該
地
の
歴
史
資
料
館
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
写
真
入
り
で
特

別
攻
撃
隊
の
基
地
が
あ
っ
た
歴
史
が
示
さ
れ

て
い
る
。

〈
花
蓮
〉
花
蓮
（
か
れ
ん
）
は
、
台
湾
東
部

に
位
置
し
、
宜
蘭
か
ら
更
に
鉄
路
で
１
時
間

半
程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
都
市
。
か
つ
て
は

内
地
か
ら
の
入
植
者
が
多
く
、
港
湾
、
鉄
道

の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
賑
や
か
な
街
で
あ

る
。
こ
の
地
に
も
花
蓮
港
南
飛
行
場
跡
の
掩

体
壕
が
公
園
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、

市
内
か
ら
は
遠
い
。
し
か
し
、
市
内
に
「
松

園
別
館
」
と
い
う
、
規
則
正
し
い
ア
ー
チ
で

ベ
ラ
ン
ダ
を
支
え
た
戦
前
の
建
築
が
あ
る
。

台
湾
歩
兵
第
二
聯
隊
の
現
存
す
る
兵
舎
と
も

共
通
す
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
雰
囲
気
で
あ
る
。

高
台
に
あ
り
、
大
き
な
松
の
木
越
し
に
見

下
ろ
す
港
の
景
色
が
清
々
し
い
。
こ
の
建
物

は
、
１
９
４
３
年
に
建
て
ら
れ
た
将
校
集
会

所
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、現
地
で
は
、

特
別
攻
撃
隊
の
隊
員
達
が
出
撃
前
夜
を
過
ご

し
た
建
物
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
と
し

て
地
元
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
建
物

の
脇
に
、
堅
牢
な
防
空
壕
が
保
存
さ
れ
て
い

る
。
特
に
説
明
は
な
い
が
、
細
い
階
段
を
下

り
て
入
っ
て
み
る
と
、
内
部
が
特
別
攻
撃
隊

に
つ
い
て
の
小
さ
な
資
料
室
に
な
っ
て
い

る
。
資
料
性
は
高
く
は
な
い
が
、
大
西
瀧
治

郎
中
将
の
写
真
と
「
神
風
と
い
う
言
葉
の
意

味
は
何
か
」を
始
ま
り
に
、特
別
攻
撃
隊
の
説

明
が
あ
り
、
台
湾
に
も
台
中
、
台
南
、
新
竹
、

宜
蘭
等
に
特
別
攻
撃
隊
の
基
地
が
あ
っ
た
こ

と
、
桜
花
な
ど
兵
器
の
説
明
と
、
こ
こ
も
ま

た
、
政
治
的
な
意
図
抜
き
で
事
実
の
み
を
、

若
い
観
覧
者
が
興
味
を
惹
く
よ
う
な
見
出
し

と
端
的
な
説
明
で
、
写
真
を
用
い
て
説
明
し

て
あ
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
松
園
別
館

付
属
の
売
店
で
は
、
特
別
攻
撃
隊
の
文
字
が

入
っ
た
土
産
物
が
幾
種
類
か
並
ん
で
い
る
。

最
近
日
本
で
は
、
台
湾
は
親
日
的
と
よ
く

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
は
、
一
括

り
に
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
軍

を
由
来
と
す
る
慰
霊
施
設
や
史
蹟
を
、
並
々

な
ら
ぬ
熱
意
で
維
持
さ
れ
て
い
る
現
地
の

方
々
も
あ
る
し
、一
方
で
は
ま
た
、そ
れ
を
よ

し
と
し
な
い
方
々
も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
、

多
く
の
人
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど

強
い
興
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ

う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
特
別
攻
撃
隊
に
つ
い

て
の
資
料
館
が
台
湾
に
あ
り
、
現
地
の
方
々

が
そ
の
事
実
を
後
代
に
伝
え
る
べ
く
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
。

宜蘭の掩体壕

花蓮の防空壕入口
　

平
成
25
年
度
事
業
報
告

一　

慰
霊
事
業

　

１　

第
34
回
特
攻
隊
合
同
慰
霊
祭

　
　

�　

平
成
25
年
３
月
30
日
靖
國
神
社
に
お
い
て
斎
行
し
た
。
参
列
者
は
、
遺
族
20
名
を
始

め
来
賓
、
戦
友
、
一
般
会
員
等
合
計
１
９
７
名
が
参
列
し
て
、
英
霊
奉
慰
の
誠
を
捧
げ

た
。
昨
年
よ
り
26
名
の
減
少
で
あ
っ
た
が
、
問
題
も
な
く
整
斉
と
実
施
さ
れ
た
。

　
　

�　

慰
霊
祭
終
了
後
、
靖
國
会
館
に
お
い
て
、
当
顕
彰
会
の
状
況
説
明
及
び
懇
親
会
を
実

施
し
た
。

　

２　

第
62
回
特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要

　
　

�　

平
成
25
年
９
月
23
日
の
秋
分
の
日
に
、
世
田
谷
山
観
音
寺
に
お
い
て
、
同
寺
と
地
元

駒
繋
神
社
と
の
神
仏
習
合
に
よ
る
年
次
法
要
が
営
ま
れ
た
。
当
顕
彰
会
は
、
全
面
的
な
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協
力
を
行
っ
た
。
当
顕
彰
会
関
係
の
参
列
者
は
、
来
賓
29
名
、
遺
族
28
名
、
会
員
等

１
７
２
名
、
総
数
２
２
９
名
で
あ
っ
た
。
当
日
一
般
参
加
者
が
28
名
増
加
し
た
た
め
、

最
終
的
に
昨
年
よ
り
11
名
の
増
加
と
な
っ
た
。

　

３　

各
地
慰
霊
祭
へ
の
参
列
等

　
　
　

ア　

代
表
者
派
遣

　
　
　
　
　
（
実
施
月
日
）（
慰
霊
祭
等
名
）　　
　

（
場　
　

所
）　　
　
　
　
（
参
列
者
）

　
　
　
　
　

４
月
４
日　

豫
科
練
雄
飛
会
慰
霊
祭　

靖
國
神
社　
　
　
　
　
　
衣
笠
専
務
理
事

　
　
　
　
　

４
月
６
日　

都
城
特
攻
慰
霊
祭　
　
　

宮
崎
県
都
城
市　
　
　
　

倉
形
評
議
員

　
　
　
　
　

４
月
６
日　

鹿
屋
特
攻
隊
慰
霊
祭　
　

鹿
児
島
県
鹿
屋
市　
　
　

小
倉
理
事

　
　
　
　
　

４
月
７
日　

徳
之
島
慰
霊
祭　
　
　
　

鹿
児
島
県
大
島
郡　
　
　

及
川
評
議
員

　
　
　
　
　

４
月
13
日　

萬
世
特
攻
隊
慰
霊
祭　
　

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市　

新
垣
評
議
員

　
　
　
　
　

４
月
16
日　

出
水
特
攻
慰
霊
祭　
　
　

鹿
児
島
県
出
水
市　
　
　
藤
田
副
理
事
長

　
　
　
　
　

４
月
22
日　

靖
國
神
社
春
季
例
大
祭　

靖
國
神
社　
　
　
　
　
　
衣
笠
専
務
理
事

　
　
　
　
　

５
月
３
日　

知
覧
特
攻
隊
慰
霊
祭　
　

鹿
児
島
県
南
九
州
市　
　

水
町
理
事

　
　
　
　
　

５
月
12
日　

特
攻
殉
国
の
碑
慰
霊
祭　

長
崎
県
川
棚
町　
　
　
　
衣
笠
専
務
理
事

　
　
　
　
　

５
月
25
日　

海
原
会
慰
霊
祭　
　
　
　

茨
城
県
稲
敷
郡　
　
　
　

杉
山
理
事
長

　
　
　
　
　

５
月
26
日　

義
烈
空
挺
隊
慰
霊
祭　
　

沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁　
金
子
事
務
局
次
長

　
　
　
　
　

７
月
７
日　

大
東
亜
慰
霊
協
慰
霊
祭　

靖
國
神
社　
　
　
　
　
　

杉
山
理
事
長

　
　
　
　
　

９
月
12
日　

市
ヶ
谷
台
慰
霊
祭　
　
　

防
衛
省
市
ヶ
谷
駐
屯
地　

水
町
理
事

　
　
　
　
　

10
月
15
日　
串
良
基
地
戦
没
者
慰
霊
祭　

鹿
児
島
県
鹿
屋
市　
　
　

飯
田
評
議
員

　
　
　
　
　

10
月
18
日　

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭　

靖
國
神
社　
　
　
　
　
　

杉
山
理
事
長

　
　
　
　
　

10
月
18
日　
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑　

杉
山
理
事
長

　
　
　
　
　

11
月
９
日　

回
天
大
津
島
慰
霊
祭　
　

山
口
県
周
南
市
大
津
島　
衣
笠
専
務
理
事

　
　
　
　
　

11
月
13
日　

若
潮
会
慰
霊
祭　
　
　
　

靖
國
神
社　
　
　
　
　
　

飯
田
評
議
員

　
　
　

イ　

供
花
送
達
等

　
　
　
　
　
（
実
施
月
日
）（
慰
霊
祭
等
名
）　　
　
　
　

（
場　
　

所
）

　
　
　
　
　

４
月
３
日　

宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭　
　
　

宮
崎
県
宮
崎
市

　
　
　
　
　

４
月
７
日　

海
上
特
攻
第
二
艦
隊
追
悼
式　

鹿
児
島
県
枕
崎
市

　
　
　
　
　

５
月
７
日　

黒
島
特
攻
平
和
祈
年
祭　
　
　

鹿
児
島
県
三
島
村

　
　
　
　
　

９
月
30
日　

明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭　
　
　
　

陸
上
自
衛
隊
明
野
駐
屯
地

　
　
　
　
　

10
月
25
日　

神
風
特
攻
慰
霊
祭　
　
　
　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
市

　
　
　

ウ
「
特
攻
勇
士
之
像
」
奉
納
除
幕
式

　
　
　
　
　
（
実
施
月
日
）（
奉
納
場
所
）　　
　
　
　
　

（
参　

列　

者
）

　
　
　
　
　

10
月
31
日　

埼
玉
縣
護
國
神
社　
　
　
　
　

杉
山
理
事
長
以
下
９
名

二　
「
特
攻
勇
士
之
像
」
建
立
事
業

　
　

�　

本
年
度
の
「
特
攻
勇
士
之
像
」
建
立
事
業
は
、
前
記
埼
玉
縣
護
國
神
社
へ
一
体
を
建

立
奉
納
し
た
。
今
回
の
建
立
奉
納
で
、
世
田
谷
山
観
音
寺
へ
の
建
立
奉
納
分
を
含
め
て

総
計
13
体
と
な
っ
た
。

三　

そ
の
他
の
事
業

　
　
　

１�　

広
報
事
業
と
し
て
機
関
誌
・
会
報
『
特
攻
』
第
94
号
～
第
97
号
を
発
行
し
、
会

員
、
協
力
団
体
及
び
希
望
者
等
に
頒
布
し
た
。
会
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲

覧
、
印
刷
出
力
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
公
開
上
の
観
点
か
ら
、
事
業
計
画

及
び
財
務
関
係
資
料
等
を
公
開
し
て
い
る
。

　
　
　

２�　

出
版
事
業
で
は
、
平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
『
特
別
攻
撃
隊
全
史
』
及
び
『
特

別
攻
撃
隊
全
史　

追
補
版
』
並
び
に
Ｃ
Ｄ
『
あ
ゝ
特
攻
』
等
を
引
き
続
き
頒
布
し

た
。

四　

会
員
の
動
向

　
　

�　

平
成
25
年
度
の
新
規
入
会
者
は
60
名
で
あ
り
、
死
去
等
に
よ
る
退
会
者
が
２
７
５
名

で
あ
っ
た
た
め
、
会
員
数
は
差
し
引
き
２
１
５
名
の
減
と
な
り
、
平
成
25
年
度
末
の
会

員
数
は
、
２
１
０
２
名
と
な
っ
た
。

　
　

�　

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
旧
軍
関
係
者
の
死
去
・
高
齢
化
に
よ
る
退
会
が
多
か
っ

た
。
世
代
交
代
の
末
期
に
当
た
り
、
若
手
の
会
員
募
集
を
始
め
、
生
存
者
か
ら
の
更
な

る
資
料
収
集
、
顕
彰
会
保
有
資
料
の
整
理
・
活
用
、
若
手
会
員
へ
の
世
代
交
代
の
た
め

の
諸
施
策
等
に
留
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
若
手
の
会
員
募
集
は
、
顕
彰
会

の
活
動
の
根
源
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
後
特
に
力
を
入
れ
る
所
存
で
あ
る
。



平成25年度事業報告（�37�） （100号）



事務局からの報告等／平成26年度第１回理事会及び定時評議員会実施報告等 � （�38�）（100号）

一　

平
成
26
年
度
第
１
回
理
事
会
の
実
施

　

平
成
26
年
２
月
25
日
（
火
）、
靖
國
神
社

遊
就
館
内
の
当
慰
霊
顕
彰
会
事
務
室
に
お
い

て
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

並
び
に
任
期
満
了
理
事
の
再
任
、
新
任
理
事

及
び
評
議
員
の
新
た
な
役
員
人
事
等
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ

て
、
評
議
員
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
月
１
回
程
度
会
同
を
重

ね
て
い
る
全
体
委
員
会
の
内
容
に
関
し
、
衣

笠
専
務
理
事
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。

二　

平
成
26
年
度
定
時
評
議
員
会
の
実
施

　

昨
年
ま
で
理
事
会
と
同
日
に
実
施
さ
れ
て

い
た
評
議
員
会
が
、
２
週
間
後
の
平
成
26
年

３
月
５
日
（
水
）、
靖
國
会
館
九
段
の
間
に

お
い
て
実
施
さ
れ
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
、
並
び
に
任
期
満
了
理
事
の

再
任
、
新
任
理
事
及
び
評
議
員
の
就
任
を
含

む
役
員
等
人
事
選
任
決
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
会
同
を
重
ね
て
い
る
全

体
委
員
会
の
内
容
に
関
し
、
衣
笠
専
務
理
事

か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

①　

年
度
報
告
事
項

ア　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
（
別
添
資
料
）

イ　

平
成
25
年
度
正
味
財
産
増
減
計
算
書　

�

（
別
添
資
料
）

②　

選
任
後
の
役
員
等

ア　

選
任
理
事
８
名
（
定
員
６
～
10
名
）　

　
　
　
　
　

理
事
長　
　

杉
山　
　

蕃

　
　
　
　
　

副
理
事
長　
　

藤
田　

幸
生

　
　
　
　
　

専
務
理
事　
　

衣
笠　

陽
雄

　
　
　
　
　

執
行
理
事　
　

小
倉　

利
之

　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

水
町　

博
勝

　
　
　
　
　

理　
　

事　
　

臼
田　

智
子

　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

笹　
　

幸
枝

　
　
　
（
新
任
理
事
）　　
　

羽
渕　

徹
也

イ　

監
事
２
名
（
定
員
１
～
２
名
）

　
　
　
　
　

監　
　

事　
　

伊
集
院
雅
英

　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

阿
部　

軍
喜　

ウ　

評
議
員
16
名
（
定
員
12
～
18
名
）

　
　
　
　

秋
山　

政
隆　
　

穴
山　

正
司

　
　
　
　

飯
田　

正
能　
　

石
井　

光
政

　
　
　
　

石
井　

千
春　
　

及
川　

昌
彦

　
　
　
　

大
穂　

園
井　
　

太
田　

兼
照

　
　
　
　

倉
形　

桃
代　
　

高
嶋　

博
視

　
　
　
　

中
江　
　

仁　
　

新
垣　

敬
輝

　
　
　
　

根
木　

東
洋　
　

早
川　

雅
彦

　
　
（
新
任
評
議
員
）

　
　
　
　

深
山　

明
敏　
　

長
瀬　

彰
孝

三　

第
35
回
特
攻
隊
合
同
慰
霊
祭
の
斎

行
に
つ
い
て

　

当
慰
霊
顕
彰
会
主
催
に
よ
る
今
年
度
の
第

35
回
特
攻
隊
合
同
慰
霊
祭
は
、
平
成
26
年
３

月
30
日
（
日
）、
靖
國
神
社
に
お
い
て
、
厳

粛
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
。

　

靖
國
神
社
の
桜
は
、
３
月
25
日
（
火
）、

境
内
の
標
準
木
に
よ
り
開
花
宣
言
が
行
わ
れ

て
か
ら
６
日
目
、
丁
度
満
開
の
時
期
を
迎
え

た
が
、
当
日
は
生
憎
の
雨
天
と
な
っ
た
。

　

会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
参
列
者
が

減
少
し
て
い
る
上
に
、
雨
天
の
た
め
、
更
に

減
少
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

年
も
昨
年
と
同
様
２
０
０
名
近
い
多
数
の
皆

様
の
ご
参
列
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
会
報
『
特

攻
』
第
１
０
０
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四　
「
特
攻
バ
ッ
ジ
」
の
頒
布
に
つ
い
て

　

本
年
２
月
、
会
報
『
特
攻
』
第
99
号
で
、

頒
布
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
予
想

以
上
に
評
判
が
良
く
、
追
加
製
造
を
依
頼
し

た
よ
う
な
状
況
で
、
一
部
の
方
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
後
の
追
加
注
文
や
バ
ッ
ジ
の
不

具
合
等
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
事
務
局
ま
で

ご
一
報
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

寄
附
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

（
平
成
26
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
）

（
単
位
千
円
）

一
○
○
○　
　

多
田
野　

弘

三
○　

山
根　

秋
男　

二
○　

森
山　

正
義

一
○　

中
川　
　

聖　

一
○　

中
村
光
太
郎

一
○　

椿　
　

孝
則　

一
○　

松
井　

敬
子

一
○　

市
川　

雄
一　

一
○　

中
曽
根
慶
蔵

一
○　

松
本　
　

司　

一
○　

小
野　

蘭
二

一
○　

大
穂　

利
武　

一
○　

石
橋　

一
歌

一
○　

折
下　

寛
法　

一
○　

原
島　

淳
子

一
○　

中
島　

尚
文　

一
○　

西　
　

正
昭

一
○　

久
保　
　

巍　

一
○　

永
田　

利
夫

一
○　

中
川　

香
織　

一
○　

阿
万　

卓
也

一
○　

服
部　

武
志　

一
○　

菅
原　

道
之

一
○　

西
山　

和
宏　

一
○　

杉
本　

豊
久

　

八　

中
江　
　

仁　
　

七　

田
湯　

聖
禮

　

七　

田
茂　

タ
キ　
　

七　

島
田　

幸
正

　

七　

高
山　

友
二　
　

七　

川
井　

孝
輔

　

七　

井
上　

茂
樹　
　

七　

井
川　

嘉
江

　

七　

堀
江　

正
夫　
　

七　

大
澤　

俊
夫

　

七　

横
瀬　

富
一　
　

七　

大
井　

路
雄

　

七　

中
曽
根
康
弘　
　

七　

吉
田　

文
尭

　

七
（
公
財
）
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕

　

七　

萩
野　

茂
雄　
　

七　

武
谷　

孝
生

　

七　

上
村　

貞
蔵　
　

七　

尼
子　

和
世

　

七　

西
本
千
代
子　
　

七　

松
田
陽
一
郎

　

七　

塚
田　

征
二　
　

七　

河
野　

茂
義

平
成
26
年
度
第
１
回
理
事
会
及

び
定
時
評
議
員
会
実
施
報
告
等

事
務
局
長　

羽
渕　

徹
也

事
務
局
か
ら
の
報
告
等



事務局からの報告等（�39�） （100号）

　

六　

駒
場
剛
太
郎　
　

六　

千
葉　
　

孝

　

六　

大
和　
　

誠　
　

六　

埼
玉
偕
行
会

　

六　

高
田　

耕
治　
　

六　

宇
都　

隆
史

　

六　

水
野　

伸
子　
　

六　

櫻
井　

光
夫

　

六　

加
藤　

千
佳　
　

六　

藤
井　

常
男

　

六　

北
村
菜
穂
子　
　

六　

丸　
　

俊
郎

　

六　

小
松　

雅
也　
　

六　

十
川
重
次
郎

　

六　

水
内　

三
郎　
　

六　

早
田　

亮
彦

　

五　

川
岸　

義
視　
　

五　

菊
池　

稔
康

　

五　

長
沼　

秀
直　
　

五　

臼
田　

智
子

　

五　

須
田　

里
吉　
　

五　

後
藤　

昭
一

　

五　

小
田
原
健
児　
　

五　

小
倉　

利
之

　

五　

臼
井
日
出
男　
　

五　

板
垣　
　

正

　

五　

木
下　

矩
武　
　

五　

田
辺
さ
だ
子

　

五　

岡
崎　

幸
平　
　

五　

小
林　

郁
雄

　

五　

中
林　

惠
子　
　

五　

山
田　

治
男

　

五　

藤
井　

日
正　
　

四　

谷
垣　
　

尚

　

四　

小
松　

嶺
生　
　

四　

原　
　

武
廣

　

四　

予
科
練
雄
飛
会　

四　

三
春　
　

仁

　

四　

柿
崎　

裕
治　
　

四　

太
田　

賢
照

　

三　

高
橋　

房
之　
　

三　

作
左
部　

貢

　

三　

遠
藤　

和
子　
　

三　

常
井　

功
子

　

三　

澤
田
江
里
子　
　

三　

池
田　
　

守

　

三　

湯
澤　

一
枝　
　

三　

飯
田　

正
能

　

三　

山
本　

年
男　
　

三　

北
森　

茂
樹

　

三　

堀
川　

淳
一　
　

三　

島
崎　

宗
勝

　

三　

加
藤　
　

拓　
　

三　

井
上　

勝
蔵

　

三　

新　
　

忠
信　
　

二　

廣
田　
　

正

　

二　

野
俣　
　

明　
　

二　

信
平
セ
イ
子

　

二　

畝
田
謹
次
郎　
　

二　

阿
部　

敏
行

　

二　

今
井　

敏
夫　
　

二　

小
林　

正
昭

　

二　

駒
井　

満
男　
　

二　

横
塚　
　

武

　

二　

海
老
沼
静
香　
　

二　

荒
木　

精
一

　

二　

峰
尾　
　

栄　
　

二　

峯
尾　
　

栄

　

二　

丸
橋　

安
夫　
　

二　

山
口　

武
夫

　

二　

河
島　

慶
明　
　

二　

奥
山　

雄
三

　

二　

布
施
木　

昭　
　

二　

石
川　

宰
敬

　

二　

井
出
野
正
和　
　

二　

石
井　

敏
子

　

二　

土
橋　
　

猛　
　

二　

飯
田　

雍
子

　

二　

松
本
栄
三
郎　
　

二　

今
井
五
十
二

　

二　

植
田　

和
男　
　

二　

茂
木　

昌
三

　

二　

小
川
昭
二
郎　
　

二　

岡
本　

久
吉

　

二　

成
富　

暢
三　
　

二　

北
村　

昭
正

　

二　

杉
原　

清
之　
　

二　

小
田
村
四
郎

　

二　

肥
田
木
多
恵
子　

二　

小
堀
桂
一
郎

　

二　

塚
原　
　

正　
　

二　

井
上　

孝
之

　

二　

光
安　

良
一　
　

二　

坂
本　

康
子

　

二　

梅
田　

俊
幸　
　

二　

西
村　

米
子

　

二　

広
瀬　
　

勉　
　

二　

大
川　

吉
昭

　

二　

松
本　

和
彦　
　

二　

藤
川　

忠
重

　

二　

茨
木　

治
人　
　

二　

河
本　

憲
恵

　

二　

出
雲　
　

博　
　

二　

樽
井　

弘
和

　

二　

山
岸　
　

茂　
　

二　

城
ヶ
端　

専

　

二　

武
居　

房
子　
　

二　

花
村　

龍
男

　

二　

田
中　
　

清　
　

二　

炭
竃　

三
郎

　

二　

蓬
生　

錬
二　
　

二　

大
井　

重
平

　

二　

小
宮
山
玄
二　
　

二　

平
田　

重
夫

　

二　

谷　
　
　

功　
　

二　

水
野　
　

清

　

二　

新
井　

郁
男　
　

二　

後
藤　

文
夫

　

二　

三
宅　

好
美　
　

二　

下
野
ふ
さ
子

　

二　

小
泉　

朋
美　
　

二　

野
上　

五
夫

　

二　

藤
田　

通
寛　
　

二　

吉
田　

治
正

　

二　

新
田　

和
子　
　

二　

丸
原　
　

巧

　

二　

布
廣　

鉄
夫　
　

二　

原
田　

義
治

　

二　

川
人　

明
美　
　

二　

村
越　

正
清

　

二　

重
松　

源
吉　
　

二　

濱
田　

秀
逸

　

二　

徳
田　
　

裕　
　

二　

矢
野　

孝
男

　

二　

高
橋　

雄
二　
　

二　

佐
藤　

義
信

　

二　

里
崎　
　

雪　
　

二　

荒
木　
　

孝

　

二　

樺
島　

節
子　
　

二　

市
来　

徹
夫

　

二　

福
田　
　

充　
　

一　

藤
野　

洋
政

　

一　

川
本　

修
二　
　

一　

中
川　
　

望

　

一　

佐
藤　

孝
一　
　

一　

齋
藤　

忠
信

　

一　

関
根　

賢
治　
　

一　

菊
地　

昭
夫

　

一　

栗
田　

貞
子　
　

一　

上
原　

富
次

　

一　

小
島　

啓
三　
　

一　

林　
　

美
子

　

一　

伴
野　

富
夫　
　

一　

箕
輪　
　

敏

　

一　

大
橋　

省
三　
　

一　

佐
伯
ト
シ
子

　

一　

鎌
谷　

鐵
吾　
　

一　

田
鍋　
　

守

　

一　

武
藤　

一
彦　
　

一　

大
手　

良
之

　

一　

藤
井　
　

宏　
　

一　

梅
田　

春
雄

　

一　

根
木　

東
洋　
　

一　

豊
岡　
　

久

　

一　

柴　
　

芳
文　
　

一　

長
谷
川
知
幸

　

一　

鷹
野　

太
輔　
　

一　

野
口　
　

剛

　

一　

森
本　

益
夫　
　

一　

多
田　

光
利

　

一　

杉
山　

徹
宗　
　

一　

齊
藤　
　

誠

　

一　

西
澤　

哲
夫　
　

一　

斎
藤　

正
夫

　

一　

中
島　
　

實　
　

一　

中
川　
　

透

　

一　

星
野　

良
助　
　

一　

中
村　

博
志

　

一　

西
村　

久
宣　
　

一　

加
藤　

史
明

　

一　

金
子　

幸
生　
　

一　

森
ノ
内
敏
巳

　

一　

石
本
登
志
夫　
　

一　

河
内　

昭
賢

　

一　

星
埜　

清
滋　
　

一　

三
浦　

玄
洋

　

一　

上
畑　

幸
晴　
　

一　

笠
井　

智
一

　

一　

田
中　
　

清　
　

一　

谷
川　

義
雄

　

一　

上
嶋　

正
敏　
　

一　

津
覇　

実
雄

御
芳
志
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

新
入
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
平
成
26
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
）

千
葉
県　
　

西
尾　

秀
俊

東
京
都　
　

山
口　

貞
男　
　

松
本　

謙
治

　
　
　
　
　

太
田　

賢
照　
　

太
田　

恵
淳

　
　
　
　
　

高
田
麻
理
子　
　

梅
田　

優
邦

　
　
　
　
　

岡
田　

雅
彦　
　

寺
澤　

廣
一

　
　
　
　
　

鮫
島　

明
子　
　

宮
脇　

康
之

　
　
　
　
　

浅
野　

敬
子　
　

渡
辺　

由
佳

　
　
　
　
　

堺　
　

敏
明　
　

梅
澤　

義
憲

　
　
　
　
　

金
岡　

弘
大　
　

久
保　

貴
義

　
　
　
　
　

小
長
谷
丈
晴

神
奈
川
県　

関
本　

宗
市　
　

吹
野　

昇
治

新
潟
県　
　

内
山　

正
義

富
山
県　
　

王
畑　

幸
一

静
岡
県　
　

岡
本　

貴
鮮　
　

深
田　

裕
子

愛
知
県　
　

小
宮　

崇
一

三
重
県　
　

桝
田　

恭
展

大
阪
府　
　

豊
嶋
美
由
紀

岡
山
県　
　

生
峯　

和
代

山
口
県　
　

原
田　
　

茂

福
岡
県　
　

山
崎　
　

悟　
　

柴
田
沙
矢
香



事務局からの報告等 � （�40�）（100号）

佐
賀
県　
　

野
田
久
美
栄

◆　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

会
員
訃
報
（
敬
称
略
）

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

北
海
道　
　

朝
日　
　

明

岩
手
県　
　

辻
村　

文
隆
（
26
・
１
・
17
）

山
形
県　
　

斎
藤　

忠
治

群
馬
県　
　

佐
藤　
　

博

千
葉
県　
　

歌
田　
　

實

東
京
都　
　

林　
　

國
久　
　

平
井　

脩
博

　
　
　
　
　

山
口　

二
郎
（
25
・
12
・
７
）

神
奈
川
県　

宮
下　

勝
見　
　

斉
藤　

正
之

　
　
　
　
　

結
城　
　

浩
（
25
・
11
）

　
　
　
　
　

大
串
甲
子
男
（
25
・
11
）

　
　
　
　
　

二
階
堂
悌
二
郎
（
25
・
12
・
１
）

　
　
　
　
　

古
明
地
正
雄
（
25
・
12
・
13
）

愛
知
県　
　

大
場　

敏
一　
　

山
本　

一
雄

奈
良
県　
　

向
川　

富
男

広
島
県　
　

秋
山　

武
志

徳
島
県　
　

佐
藤　

高
明

福
岡
県　
　

自
在
丸
庫
一

佐
賀
県　
　

西
山　

和
宏
（
25
・
９
・
23
）

長
崎
県　
　

山
口　

博
純
（
25
・
11
・
２
）

熊
本
県　
　

杉
本　

豊
久
（
26
・
１
・
31
）

　

会
員
ご
入
会
の
ご
案
内

　

当
顕
彰
会
は
、先
の
大
戦
に
お
い
て
、

祖
国
の
安
泰
を
願
い
、
家
族
や
大
切
な

人
た
ち
を
案
じ
つ
つ
、
自
ら
の
命
を
犠

牲
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
護
ろ
う
と
し
た

若
い
特
攻
隊
員
た
ち
の
御
霊
を
慰
霊

し
、
感
謝
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団

体
で
あ
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
彼
ら
か
ら
そ
の
精
神
を
学

び
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
を
考
え
、
よ

り
良
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
た
い
と

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ご
賛
同
の

上
、
ご
入
会
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

〇
当
顕
彰
会
の
沿
革

　

昭
和
34
年
５
月
前
身
の
特
攻
平
和
観

音
奉
賛
会
が
全
国
組
織
化

　

昭
和
57
年
６
月
特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会

発
足

　

初
代
会
長　

竹
田　

恒
徳　

元
宮
様�

　

二
代
会
長　

瀬
島　

龍
三　

氏　

�

　

平
成
５
年
11
月
財
団
法
人
認
可

　

三
代
会
長　

山
本　

卓
眞　

氏

　

平
成
23
年
１
月
公
益
財
団
法
人
認
定�

　

現
理
事
長　

杉
山
蕃
氏

〇
当
顕
彰
会
の
主
な
事
業

・
特
攻
隊
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰

・
広
報
誌
等
の
発
刊

・
講
演
会
等
の
開
催
そ
の
他

〇
年
会
費

・
一
般
会
員　

３
０
０
０
円

・
学
生
会
員　

１
０
０
０
円

〒
１
０
２
―
０
０
７
３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
３
―
１
―
１

靖
國
神
社
遊
就
館
内　

公
益
財
団
法
人

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
事
務
局

電　

話
０
３
―
５
２
１
３
―
４
５
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
２
１
３
―
４
５
９
５

ご
投
稿
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

ご
投
稿
に
際
し
ま
し
て
は
、
次
の
点

に
ご
留
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

１　

原
稿
は
、
手
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
・

パ
ソ
コ
ン
作
成
の
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
が
、
な
る
べ
く
縦
書
き
、
１
段

17
字
詰
め
で
お
願
い
し
ま
す
。

２　

記
事
の
取
捨
選
択
、
紙
面
の
都
合

等
に
よ
る
一
部
割
愛
、
修
文
等
に
つ

い
て
は
、
当
協
会
事
務
局
に
お
任
せ

願
い
ま
す
。

３　

慰
霊
祭
、
行
事
等
の
写
真
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
な
る
べ
く
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

４　

原
稿
、
写
真
等
は
、
原
則
と
し
て

お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
必
要
の

場
合
は
、
そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。

５　

会
報
・
機
関
誌
、
投
稿
記
事
等
の

送
付
先
は
、
左
記
の
当
顕
彰
会
事
務

局
宛
と
し
て
く
だ
さ
い
。

記

〒
１
０
２
―
０
０
７
３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
３
―
１
―
１

靖
國
神
社
遊
就
館
内　

公
益
財
団
法
人

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
事
務
局

電　

話
０
３
―
５
２
１
３
―
４
５
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
２
１
３
―
４
５
９
５

会
報
『
特
攻
』
第
99
号
正
誤
表

　

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
訂
正
し
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

（
訂
正
箇
所
）

26
頁
４
段

　

９
行
目　

誤　

四　
　

正　

㊃

　

18
行
目
・
22
行
目
誤　

レ　

正　

㋹

27
頁
２
段

　

２
行
目　

誤　

レ　
　

正　

㋹

　

３
行
目　

誤　

四　
　

正　

㊃

27
頁
３
段

　

18
行
目
・
29
行
目
誤　

レ　

正　

㋹

27
頁
４
段

　

17
行
目
・
28
行
目
誤　

レ　

正　

㋹

28
頁
１
段

　

５
行
目
・
８
行
目
誤　

レ　

正　

㋹

　

26
行
目　

誤　

駆
逐
艦　

正　

削
除

　

26
行
目　

誤　

体
当
た
り
を

　
　
　
　
　

正　

体
当
た
り

　

29
行
目　

誤　

レ　
　

正　

㋹

28
頁
２
段

　

12
行
目
・
23
行
目
・
24
行
目

　
　
　
　
　

誤　

レ　
　

正　

㋹

36
頁
１
段

　

５
行
目　

誤　

可
能　

正　

不
可
能
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